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一林業の孤高性を排す－

講和曾議の朗報がいよいよ具鐙化の線にのぼってきたが、同時にその大前提としてわが國の經濟的自立が大き
くとりあげられている。政府は過般發足をみた自立經濟審議會の答申を眞剥にとりあげる氣樅えである。最近の
情勢は原材料の國際的交流をますます困難ならしめているから、經濟的自立の前提として、園内蚕源の開發が軍

ともと我國の炎源は極めて乏しいものであるが、これと

函士綜合開發法は久しく叫けばれていたこの乏しい我國

て多言苦襲しない。も大な因子となってきたことは改め

て見邊っているわけにばゆかない 第8國曾で成立した國◎

の餐源の綜合開發を急速にと”-すめる立法措置にほかならない。そして目下各方面朧、あげてこれ力報發方式
の具臘化に大童である。經濟安定本部には國土綜合開發審議會の事務局が設置され、脇係各省も、至國都這府縣

も、各市町村も識源の綜合開發方式と取り組んでいる認伏である,。建設省はいち早く國丙14特定地域の開發識
定個所を發表しｰ。挫林省もおそ蒔き乍ら、大臣官房に臨時國土計畿室を設置し、省簡各局の参加を求め､人口、
開發目標、國土保全､經濟效果,地域設定、技術、賓金、綜合等各分科雷α鱗にそって活動を開始し、地方出先

調整機關の逵緒協議曾も喪料のとりまとめに懸命である。

残こされた我國壷源が、躍濁でば開發が極めて困難である形相のまま放置されており、特に限られた國家財政

の枠では､綜合産難開發の形でなければ不可能であることは､林織域の場合において､一畷その感を深くする。
改めて紙上を借りるまでもなく、林産物の鴨要に腰ずる成長量は除りにも偏傾偏在した。奥地林と里山との開き
が、弦4，5年の間に急カーブでひらいてきたし､この事は環に蓄談と成長量ばかりでなく、國土保全と災害防除
にも大きな關係をもっており、延いては他産業に影響し、國民生活に至大な脇蓮を及ぼしてきている。林業領域

においては、その喪源の開發と國土保全、災蜜防除が－換言ずれぼ我が國土の過半を占める地積的にも、賓源
的にも膨大な質赴を負托されている領域に對して、如何なる淵轆と方式のもとにその開發と保全力苛すめられな
ければならないか、これは1951年頭初において、林業技術者に課せられた大きな課題と誕任であると思うので

ある。國際政治精勢や國際經濟精勢がいかに鍵化しても、我が國が自立するに必要な査源は､自らの手で開發し、
生産し、自給態勢を講じなければならないのは自明である。各産業鎮域がその線で-3-､すみ、その間の宥磯的結合
を綜合開發という方式で考えるときに、膨大な人口の收容が可能の域にすすむようになる。林業技術者はかかる
意味から､更に覗野を四個雁置き､幅旗く他産業を見直ほさねぱなら瀧い。これは便乘を意味するものではない。

林業領域のもつ硬愛が､綜合開發のI:ド核である襟度を持ってすすむ態度を躯調したい。そして林業と電源との
脇係、林業と農､畜、水窪､鑑､工業、更に交通､獺光との相關關係の正負を深く洞察ｻｰることに再出發をした
いのである。本年は林業自燈とLても、森林法の至面的改正､森林協同組合法、國有林蕊整備の臨時立法｡國有

林野法改正､農林蝋業金融金庫の運誉等、正に林政の識期的韓鍵の秋であり、一面國土綜合開發の中核として踏
み出した年である。林業披術者の新孵闇も亦裁に大きく展開をさせなければならないのである。

〔1951．1．15中川稿）
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“蕊繍薑一議薪書罵薯嶺，
~や､号函搭…八年-？皇参~内へ'篭起浮シ夢尋謬苧画‘､参､蕊窪華JYや､渓､垂与 論､ ‘

此鈴度鴬選ぜらｵ域した肇術會議の會員の方奪に御抱斡拘i蛾した
（繍蕊室』、 令

○無 題 、ノ ヤ “も適溌な環蕊を作り出すこと。〔ﾛ寝際方面､態用方”、らする脅種府暁冒腱の提起。といったようなことFならば霞
翁

は錐潜にも多少お手鰄､が側来るのぎ麓厳いだろうか脳叉
、 野村進行．？

こんな動儀で謬術曾議に謬釧する入閣添二震存種すること'

先日の謬術曾議の選緊に鴬りまして懲§愈鳥議兄がら、 も、謡ち脅騨義とI熱､えな､､篭織なかろうか。
ノ

過分の御撰助を恭うし寵し歪､蒋難うござい寵し溢翁に

學術會議會員として改塗て､厚く御篭申し上げ蓑す。
掻川さんから営鑿についての感想なり.､抱負なりを蓄け

柴田一 榮
とのことでしたが､まだ羅備寳識というものを、海律そ”

麓騨鰹蕊鶴駕繍a､雛薑 毫蕊蕊震:鴬憲蕊翼墓篝綴
り讃すので，今がら抱負などとい5倖そう踵ことを書く′↓こ ｰ云ぶ制旋があったのだなと氣の付いた入達j雑山尭つだ事
は､→な錨時溌が早すぎるのでは榊淡と存じ童す｡それで 密定陶来なかったのではないか。
簡単に､鱗協議羨曾員選塞腱立候補致じました頚樫といつ ］期2ケ年閤龍曾員織夫滝充分其の責務を果された課で

たようなものを書くことによって､ ･その責を果したい｡と存 一侭ある”§､夫れは特定zD學者逹丈けの問題で憾雄かワだ
じ震ず。 だぢうか。

我勃輯の瀦陣技術水準(林學をも含め穂）は弧.欧米諸國 ‐ 正直に云ふ､でI燗－段ぼ躍備禽議に論ど關心も興味も持
と比較して､決して軽*Lているとは申し霞鐘んが.兵蔵 って居なかったと云令ろ。今度の窪畢になっても泄間一殻
薯しく劣つ亡いるともいえないでし妨竪又科皐銭術着硬 ば不思鱗な顔をし､亡厩患・噛響礒丈けが一聴鐸鼈認熱し”
廠饒意慾､｡或卿銃態度経決して射職さるべき吠態にあ ． 主動いてる鍵で､特に甚もいのは民間‘ﾜ有餐鱸侭蚕路登〃
るとも思い霞ぜん。所力さ、これら科學技術も魁その露漂應． 録②手繊を知らなかった人が殆んど護ったと云へる”
用方面輝對ｻﾏる役立ち方に於乞は、非常に傭けない恢態に これでは騨佼.官公立研究､試験磯淵､公務員鰯係､蝉

あるのは事礎でしょう。こんな状態に立到った原因織色鑓‘ の特鵬かの溌挺誤解ぜられ､世間の理解2段關心を求あると
あ愚でしょうが､その主なもめは研究萱の不足と､藤蕊蕊。、 とは六ケ敷い｡輿論の闘心と理解なし噸摩凌艤翰擬興が
境Q劣悪ということ挺謹きると思います｡即ち現在の頚蝿ある厳ど上誇て居潅ら全く象牙の塔を~歩も脳ない｡庇
で催､準蝉雛に開する研究の“ごと瞳は出来るでしよ あ程畢考憾惟間の俗事を忘れ､己れの周圃を忘れ苓総識を
うが､深く突込んだ根本的敢1'陸は勿論のこと、更に韮ん'． 逸し-q肝究に没頭す-るのもまことに溺′､生き方に蓮いな
でこれが工謁砿賓用化という問題に底ると、とんと手も い｡然し騨爾雛左嫌な方灸ばか”鍵まらなけれぼな
足も出簸いという愛傭にあると思いま誕推って科蕊撰術‘ ら鯉と云ふもの封ま無b塔遥そし割I墹證もつともつと
者自身も､長年の環境に騨痙〈或は諦迄で?＞多く鰯對照として科挙技術の握興の鯛こ鐙来る限りの施策を政府
合'1，手先で出来る程度の研究でお茶を濁底叉とれと伺時 鐸貧行させるべく輿論の代表となるべきだと私癒考薦､§だ居
に寧賓用方面に對しても、これと同窪庭の闘心を示してい 透。 癖
る崎匙ぎないというのが現駄ではなか吉うかと推察しま ・ 今庭の鑿筆に富って承鋤側き者力環j馳駆悶騒の皆綴か
党。 ら御推蕊に預り、同學の方煮は職場の如何に拘らず蕊げで

撃窓を出て以来20.数年胤科鯉技術の應用方面健闘輿 鎖媛援を頂きましたことほ勿論､蝿b六縣の知事さんがた
し､寧求業糎關する各種經濟政策の立案､政府懲算の推成､。 が今回の懇琴の意鍵をまく御認識斑､宅風めて謹方な御支
或は零蝉錬術研究の産裟役のよ5.なことを主な仕事とLて 錘を得た事ほ全く忘れ得られぬ物瀧ありますb

來た筆者には､漁笈ずな瀞ら､さきに述べた．ような熱識 東北が鵬そして東北の農學關係が鵜せられ蘇嘩銃術
術}こ開する各種不瀧を矯遥するのに､多少とも役立箔はし の郷により､科鴎銅腫を邇じて東北の産業､:M"i交化
な輪か鳶思うのであります｡即ち〈ｲ>科學技術の發展騨最 への行政上侭及ぼす影響毎如何に大きいかを類詮ずして表．
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塵術曾議新曾員よ り
一－

明して虞いた事では底いかと考へ､さLや力罐遮への期待
の犬きざを恩ふ時､責務の溌大さに刺か灘倒されそうです。

趣鶏期間中御挨拶に御伺した唾冨､1標以外の(暁1門の
有溌者の方盈からも強い激勵を受けた事が砥々であった事

は本営に力張い限りでした｡唯或る學佼へ御邪膨致した節

林學が他の農鰄;門とあまり有機|”無く、極端に云へぱ

源離してるのじやないかとさえ恩はれる空氣を感じた調我

私丈けのひが目であったら幸だが、何んとなく不安力識り

ましたつそれ丈けに農學がもつともつと土地産業として綜

合的に季嘩的有機性を發郷せられなければならぬ事を痛感

した次第です。 、

今回の蝋亡は林學の諸先輩が揃って衡員に御當鑿にな

り睡相雷以上に謹言嬢を得た事は林學の潟にも何よりと喜

こびに耐えず、私も皆溌の職尾に附して責務詮果して参り‐

度いと存しますが､特に私は〕綱bの農學部門の代表として

農學全農の科學技術の振興に東北を通じて發言をさせて頂

かねばなら.ぬと存じますし、何んと申しましても東北は日

本全魁として未だ幻“低く、日本全臘を高める鴬には先

づ残された部分を高める事に皆様の学府の御支援を樹職致
さねばならぬと存じますも

重れて同學皆様がたの絶大な樹駿援御指辮を厚て樹職を

申上げますと同時に今後の閥唆援を切製致し､折角樹睡ぴ
頂いた意蕊を全うする事の出来雷;様最善を誰;-ことを御

誓ひ致し．群3-b . (25．12. 30)

趨ﾈｵ鐘を含めた礎い意味厘鍵業の識濡筒發と高慶の生壷

および利用に關する獅侭の振興に鮒して考えて行かなけれ

ぽならないと思う鋪d

また今度の學術曾議の露員には林學からも蜜務に擁って

居られる科學挨購者が出られたことは､科學技術の普及と

賞際化のために喜ばしい鞭と思う。

寺圧I寅彦先生は或時夫の嫌な事を云はｵ鮫と中将博屋上の

随誰に見え､ている。『この頃ネチユアにScientiStと云う

言葉がいけない。rﾊtionalistとした方が襲いという意見が

出ていたが､科學者というものは、よろしく皿箇Qnalist"

ち合理的に物を考える人にならなければなちない1'と、ま

た『ネチユアに"tionaliStの論が出た時､色蒋の人の意

見をきいたが、その返事の中にラサフオードが自分はアマ

チュアである決してProfe"ional 8cientiStでない．と答え

た』と云づ､て心大いに我が意を得たりと云はれている。こ

うした意味からも各方面からの科騨交術者が學砺曾議に臨

まれることを望むものである。ことにわが函の學術彌議ほ

Soienc 1(yo''ncilofJRpnnと云っているが、アメリカでも

Science と云えば自然籟蝉であるのに、日本ではこの中に

人文添睡も入っていることを思5と郵tionaliSt論語今更

,あらためて認識せざるを得ない。

最後に第6部では、部内委員簡陛して農畢迩綴黍員曾、

農學計謡委員會があって、部外との遜緒については､農學

部門の關係に於て各學曾､公私研究機闘、研究者等と全國

的にも地方的睡も必要な問題につき繍互に連絡を脇,ること

に努錨たが、最維衡瀧で引つ競れた頚項を摘記すると次の

15項目である。

． ］、研究連絡委員曾

第6部曾力識立を擴徴した、農嬢､造傳學育種學､植

物保誰､微生物科學の5研究連絡委員衝は今後も総縦し、

外國の學界､科學者等との連絡が一暦緊密に胤ら敷果的に
行われるよう希望する。

2.挑林關係研究艘制

撰業試験研究磯關の整備綜合､紳業技術研究普及職制、
水産科學技術普及艘制について政府からの諮問を轍討し．

注意甑項を附して答申してある。これ等の研究普躍雛I侭

現在の謝識こ部鵬した良い案ごあることは認められるが、

濃業の蕊票性から見て、更に進歩した研究職制が速やがに
確立されることが望ましい。

．3も幽紳}學技術行政 ・

第6部關係の意見として次の3つがSm人Cで繊討され

政府とも蓮終して迩徴な時期にSTACに申入れることと

なっていたが､その後放任されている。幾業改良局の設置．

農業"暁機關の整備綜合等部分的の改革ほその後行われ亡

いるが.各省の科躍技術行政の弧化の目標線にI亀未捲到達

､ 一

學術會議の更新に際して

原田 泰

日本壌術鱸が生れて2年の間は､いわば苗畑の時代
であったため､その礎が定められたというところでありま

すが・各曾員の協力によって、學術曾議がわ力掴の霧躍の

向上發展に果した役割は決して少くなかったと思う‘。

たとえば戦1臨中に聯『絶していた各學會も綾菱復活し、こ

れに對する艮耐I強などの補助もわずかながらも鵬ろ瀞ごな

り，海外の躍曾との交流が行われ､人女科學の分野でも、

學術會議のあ･うぜんで至國的なまと蓋りがつき.わが國の

行政､産業および國民生活に縮蝉を溌透させぁ黙でも委員
街や協議密の活動が行はれ、政府に對する勧告や諮問に對

する答申も活發lご行われ､蛮行に移す具髄的な措置も識ぜ

られた次第である週

ところでわ力彌で歓學界と技術界との迩繋が、今揃お櫛

めて薄<、心あるものは術に遺憾としている虚であり、將

來はこの黙を一層考慮し、科學技術と國民生活の直結を一

層緊密化し、霧檸醗封厨者の生活擁護と學術研究溌算の聡額

とその民主的な配分方法に閥してz新な努力が必要であり、
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していなじく。今後の盤附を希蕊する。 の1
i麹*水重藻に開す局試職研究潤瀧および普及溌制の

麹縮醐上，

ii幾林省に幾祢科學技術行政を擁鴬する剖漏と鍵林科 、はZ

職諭濡菱曾を設寵すること。 り、
ゆ

泣各省所憧の幾林行政に關係ある試鹸研究機關及ひ噌 こ｛

及艘制の間に迩絡協議曾を震げること。 雄

4．醗酵に關する研究職制 鈴 とう

醗酵研究振興に開する日本學術曾議の政府への勧涛は第 會I

6部會の支持するもの酒あり、これにより設羅されだg.rA 1
C醗酵部愈は大髄測足すべき經過にあるものと考えられる 』

が､今後これを鵜綬し､第6部曾とよく速終をとb，大識 て、
省砿造議験所､樋寵省醗酵研究所､農林省食躯研究所醗酵 きズ
食品部の協調と理想的研究臘制の灘現とに一層努力さ‘れる ‐ 1

’よう希望す愚。 .i

5.科嬢技術研究者の封分について 鰐

〃院を本務とする公務員に鋤し、糊Iの取扱法を定め， 必し可

特別の職階制を制定されるよう嬰望して來たが､政府はと 技刷

れを考慮する機子がなし､、入3l職は自案の決定を急ぎ日本 め欣

學耐會議の勧告､節6部曾の注意を無覗しようとしている。 れ昂

第6部曾は農業關係研究所の研究者の身分､職務､待遇に 1，

ついて最も適切な制度の設定を希望する｡ 脂

6．日檸土院會員の第6分科姥員について ・會膿

日本學士院曾員第6分譲腱騨0名は篭だしく少数で、常 ・と葦

を得ない割鴬であるっ日本撃術曾議第3回總曾に於て第6 物贈

部曾から將來これを是正し、増員するよう弧く.希望してあ ‐、蝦

る｡嫉員の虚理の際に逢次この造正が雌され､更に増員 當阪
の場合には20名以上の定員となるよう希望する。 1』

7．農學關係學愈、私立研究所への資金撰助 ・ 旧

第6部でも努力して現在不一卜分ながら助成がな封Lてい が蕊

るが､極めで不瀧足な程度に遜ぎない｡補助對照の擴張と 餘撚

援助金の塘額を希望する。 に止

8．農躍諸研究の動向 も種

農翠計浸鐸員曾で農學部門内の専門別に科塵研究の動向・ すｼぐ

を調査し認糸､水産､林學､遡邸､淡業昆虫蝶について 1｛

は草案が成り､｡果樹園蕊について噸I蘭で識臓報街力轆さ 詞

輔れ､そQ他尊門では調査力職けられている。草案が出來た 行政

ときは擴営委員から報告されたい｡なほ撫営委員が個加 科學
識播で研究動向につき意見を公表することを承認され感、 た。

9、國民の食､猟住の問題 本件

細の
、國民の食衣住の問題は蝋､農學に關係の事項である。

第6部會でば常にこの問題に注意して來たが､天然寶源お 審議
よび工業の問題その他と開通があ.り､極めて複雑な内容の 、 要が
…あるため.績諭に霊しないで終ることになった｡人に：
口､･食緬問題審議會があるが何等活動してない。この問題 達成

一（3）－

の準嘩的穣討を希望する｡

10．隻業災窪對鍍

日本鐸の災髻および疫害は年々甚大である。部分的}ご

‘は或窪度の對策力毒えられているが、調査機能が不備であ

り､オ目互の迩籍が不十分なために可避の災害も防ぎ得ない

ことが多い。第6部會はこの黙を撒討し、綜合整備されf二

災害對策瞬究磯關を設立することがこの際最も必要である

と考え、その機構､組織挙乙つき織想をまとめ、防災委員

會に申出てある。

11．農業振興農業技術振興

農業經誉および農業#鋤侭のあり方について深い關心を以

て概究して来たが、:これに對し駿術禽議が如何に行動すべ

きかにつき結論を得るに至らなかった。
－

121．農崖關係學會の連合弧化

・農學關係の霞曾は43に達し、この･中18の學曾は日本

農學曾を組織し、農壌の發達と避難の進歩を岡るため協力

膿しているが、ル､ま港1分の活動するまでに至らない。瀬峰
技術の發逵に對し、學曾が擢っている索大な淡務迩果すた

対

めに各零F露會が整備されると共に淡畢全髄を代表し得ら

れる張力な連合織麺常な形で職されなければならない

13．特諦馴鹿の改善

特許制度の改善にき第17委員會で械討された際、6部

創意農業の發明も時許その他の方法で保護せらるべきもの

と考え、特許制度改善に對する學術曾議の意見の中に髄

物特許に開する間割として注意を喚起してある。今後早

い機曾に農業植物、家畜等に開する育種その他の發明2髄

當に保護される制度力穀けられることを希望する。

14．日本學術會議會員選畢規則の改正

・ 日本學術曾議會員遥鋤則の改正については諸種の意見

が提出され，法窺委員曾で徐討して來たが､今回は時間的

餘裕が少かつたため第2難遥緊に雷ってほどく一部の改正

に止まった｡然し特に部内の謀門別についてば6部として

も種燕の意幽;あるので、この問題について今後更に研究
すべきであると考え場。

15．霜嘩按術聴の問題 ・

黍嘩を行政に反映するための機脇として、現在科學撰術一

行政協議會が設置されているがこれに代るものとして、

科學技術臆を設溌すべしとﾂ渇惣見が國曾方面で諭藤され

た。第6部曾は特にこの問題を重瓶して腿々械討を行い、

本件は粥に科學振興の見地から考職さるべきであり、現燈

制の整備銀化という線ですすめられ度いという意見を迩瞥

審議會に申し入れた。今後引つづきその經過を注覗する必
璽xある。

以上の諸項に關しては、第2期の曾員に於て、更に恨蔽
侭考慮してそれぞれ善塵され、日本學術曾議の所期の目的
達成に寳登られんことを望んで止まない。
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‘簡力I確度を以､て深洲上の一途を辿りつ上あるもの.と見られ
＝

I蒲 亘 るのであるb

ゞ吾國の森林は蕊辮から戦後に亙る長年の過伐と鎚祢の 遜伐に依る淋力の低下は轍の面からも亦これを錘うご
蒜睦依って著しく林力の低下を乗してゐるが､特に戦時 とが出来詮郎ｳ職前に於ける民有林の蓄蔵嫁8”3,3劃，

龍の伐採が努務蕊職輸溌調係等に制約されて伐醗輝織り =000石香あったが､峨後の蓄菰ぽ2,783,121,,24石冠325,
、謹織に集中された結果;地利的際件に悪議れだ露有群は 229,376石の鞍少を示し､蓄韻減少の割合は10.4%に及ん
園宥紘嘩Eべて遥か極高度の過伐を受け迄おりγ林力の低 ・ でゐろう一風有称鹸ても蓄識減少の傾向を認め得るが､戦
下罷嶺深刻なものがある琴斯溌挺林力の低下した森林の 前蓄溌3,585,35i)4000石に對し､戦後蓄識は3,453,509,716
鯉蹄伐の徹底と遥林の促進罐た”ｵ職溌らなし漢石で､蓄稜波少量“β‘0,2"石､翻減少率3淵とな
が､闘更の獄塞物需宴は職に於ても備此鰯疲弊しﾆ災有 っており､民宥林嘩ヒベれぼ共の織脅は頗る槌少毛､民有
株から毎年'織千蕊石､鍾内森林全{蝋量の4分の3〉 林の遜伐力鋤徳に藻刻であつ産か鱒劉明する勤

穐外謬伐鯉餘儀なくせし塗てゐるため寵多大の鱗旬迩 微過伐の弊害は伐探方法､伐採錨所の適否に依っても程 、
訟然じながら認の經濟力、諦掴の挿業辮等より見 度を桑にずろが､錘往の伐採が伐出に便縦地域腱於て集
。皇毒鰄の裁入に多く銅待畷潅いものとす澱､林毒の’ 中釣に行坤,伐採方法も森詠の經綴面を輕覗して窪榊
鋲復乃至瞳少くとも森林嶬震防止を閏りつL而かも鬮民． 利附寵黙主義に塗したため､共ｲ廷適切を峡いたもの力彰ぐ、 ‐
の量腫鑿活に必要な*鍵勤需要を充足ずること汐震國の識 遜伐の弊害は伐採量の統計数値瀝表ばれたものより篭鑑か
鶏こ諜造環Lに任務であると言はなげれぱな亀ない。 愈刻を極めてゐる。
此の間龍塵して其の對撫ご迩謡なきを期するとと侭間よ 次挺鐙ﾎ縄錐侭ついて見るに。民有穂の鎧練面識ば昭和′

ｰ購繊熱癖為墜蘂鯛"峰噸鰯欝鰯雲麗撫澱灘り壼難で墨急が､伐採の通E化に依って森縛の荒慶を防止

ろ。即ち支那事愛勃發前の鑑林面識は人工識＃､天然更新、迄熱験源を培養して將來筵術えるための方途謹講ずるこ
を合愁定約窮蔑町歩乃至27萬町歩であったが､鍵の後と憲振も緊要であると思拳．． ． ､

、瀬増して昭和鰹17の雨年変には鋤蕊町歩以上に達し、 、
・・I1民有林の植伐事情 一伐採面渡を凌纈-るに至ったけれども昭和18年以降は激

支那事鍵勃護前に於ける民榊赤間伐搬は,億3千一 減して叉伐採面積を鋤に下廻る状態を縦けてゐる｡筒鎚
蔑麺至'億s千毒E程度であった弧､太平洋戦争中は年 練面稜を人工造林と天然更新とに鰹別して考察ずる挺昭刑；
年凡そ2億s菰郵至3侭石に激蒲し､慾戦後(奴]億一 ’3年以前腱於ては人工遥林面撫全遥林面識の約3分の1
5塁千蕊霜程度に誠少して過る｡蝉礒に伐辮職噌熱から見 に過ぎなかったが､共の後漸次葵の蛎拳墹加して大戦噸餐
説鶴民有擁の伐採橇漸次季常健復しつLあるよう腫見受 に於ける人工謎赫面談は天然更新面蔽を上廻ろ傾向を承
けられるが，伐擦面穣の黙がら見a時は斯る翻辮窪くめ し‘戦後ほ再び其の割合を低下して壷遥赫面穣の3分の1
誤りであること力謡明する｡部ち支那事鍵勃發前凡そ2蟻 程度に減鰯Lでゐる｡験後に於ける入工鑑紳の不振廠特に
陶渉乃至30蕊町歩腱過ぎな憩った露fI純の年伐面積侭、 童覗世らるべき毛、昭和21年度侭於ける民有林の人工遥

大戦中二薑躍59萬町歩内外に瑠加した維駿後に於ても殆ど弧繭蔽ほ約11萬町歩に遜ぎないが､林野寵の鯛査に鮒L
減少ずることなく現在も億年燕約50蕊町渉に及ぶ投採を ぱ昭和23年度末現在腱於ける蹄林の要槻鈍は1j3"3@"
繊けてゐる｡此の事賓臓戦聯の過伐に依って識t齢林の 町歩'(肉要糖戦地1,088,3〃佃捗｡要天然下種撫鯵m2評．
表部分力戦採じ議され､現在は識⑳乏しい幼齢燕嚥林諭： 027町歩>と厳ってゐるので､今犠嘩の伐採に伴う新生
早伐されてゐることの證左であって"林力の低下戯現潅も 要遥林地の鐙林を狸滞溌く礎待しっ良此の遥抹未濟池の箙
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川；民有赫の遭淋を蝿潤策蝿議命女入澤作勘
一一

一宇一一一÷一一
0 ℃ ●

栽を完了して植侭の均衡を恢復参るだ妙にば人工鋤*の促_－ 入手難打開と經濟的負捲蕊獄の方途を講じた結矯錨面積

進に識ｻｰ為劉翻的魏鍵力泌要であ愚． を飛躍的纒増馳せしめることが出来た｡然上ながら謝全
. 巴. ．

鰯の森採溌合速合齢瀧末代の融養藍受けること蝉なれ侭
麺畿林《鱈塵對策

其の撫輝莫大な額に上’、金融機艤方壊して英心蝿騨一 a 合

議後に於ける壁有称の惣林ば頗る低調を極迩をゐるが､、 應ずるか否かは雀だ疑問捷圓職圃でこれを変施し得るも

これを打開するたあ政府ほ筵く鐙獺揃涛識置淡を制定し､ のとは老へられない。故に政府が現滋魚補助金制度豚擬う

法諏晶制力を裏付けと陸ご鑑林の促進を剛ら胸としてゐる 為に繭木の雛交付捌牽を以てする仁と力掘も遼懲で記
と像へられてゐる。 b、それ浜依って現在の補助金制度より亀遥かに大きな数

筆者は昭和23年山剰係に於て塗抹促進巽賞禽繩Iを制一 果癖げ篝る向ものど信壷る｡而かも此＠ことは現在の鋪助
走し、 ‐ 金額が略齢k代金に匹敵まることを恩へぱ、しかく困難な．

「遥赫促進委員曾は毎年幾鉢雲節諭に造紳箇所､造林繊種 問題である之は老へられない。 、
遥詠方法等を定塗灸具患的遥称賓行計議を樹て、其の蜜行き 2．苗木の職塞と品質の向上 ． 。 ，

を確保するため開孫森林所有者に計謹の内容を邇知まると 種苗の義足徴現在捻株腿進上の一噌式韓害となってある。

共雁これを督勵する｡遥林を償行余る愈思又ば鋤が職､～淡府は直綴を以て民苗の'部を義成する方針を決窪したよ
たあ遥林を行ばない者のある場合は遼林を溌鈩；-る意思及 うであるが､民醤に俵蚤苗木の増産對紫窓等閑覗され筵ば

び能力を有する者との間に部分調契絢#こ準ずる契約を締緒. ならない｡民管に依る苗木騒謹の鍵は農業生産との比較極

する運とを聯する｡自ら塗森も行紘ず叉此の鋤締結。 於て蕊篇事業に經濟的捌性を雌､ることにあると思縁れ
勧奨にも膳坤奪のある場繩知事に鋤命令の發鵬j・鋤事業に鋤する補助錆制度は昭和25年鹿から塵Ila
要請する。知事が委員霞の要請を遥當と認めた擬合は鵜ホ せられること砿なったがも森林所有者の經濟事憾から昆埴

法に基いて迭林命令を愛し､美の命令}ご従椎ない溺合職知 ←淵噸絡の瀧貴を望み得底いものとずれ磯補助金制度臓
事自ら踏林を行うか梨:は図臘等惹して代行せしめ､其の經 止後の溌太生産には不安力謹ろ｡苗木増遥の必鰯蕊に蕊、

面し

費逹森林法鋸f-蝶ノーの規定に基いて徴收-ﾘ禽馬｡j・ 泰苗塞業腱對する補助政策は早急に復活獺化せられ旗げれ

ことを規定して相営の敷果塞收あることが出來患此の經 ぱならない。
驍より乱て政府の篭赫臨時措霞法制定は六､､に遥林の促進 種街の素質に開する問題ほf踏称の促進と直接的磯逵撤

に鐸立つものと老へるがf法制的猫置のみを以輝強赫の促 ないが､鐵慧の確保に念なるの瞼り素質の問題を輕覗す夢
進に萬全を期ﾂｰることは困難であらう｡渦*の促進に遺憾 傾向は根本的に是IEする必要があらう。林業種苗法ば素費一

なきを期するために嫁､遡獅振の原因を徹底的に究明し の優良な種苗を確保するために詳細唯規定を設けてゐる

て、これに對庭するための方錐が誰ぜらｵLなければならな が､此の法律は現在殆ど室交化してゐるばかりでなく、將

い｡遥林不振の原因とし寵は種盈の事頚を蕊げることが出 衆に於ても其の演用は困難篭あるように恩はれる｡何とな
来るが､現在其諺圭なるものとしてば（'）苗木の不足、 れぱ採取された種子又催笛木について素質画良否を縦りす
(2蕊琳毅の昂勝,〈3〕自作農劃設特別措置法に識未墾 ることは鶏ど不可能で晶為ために､業者陰好んで作業に容

池貢收の行き過ぎ，“)林遮の所有制度改革に對する不安 易な樹木から擁鰯-扇ことに瓶，勝ちであぉが，逗れを一
筆瀧敷へられる｡と轍鯵の啄因を除去するため|iCは淡のよ 一監橡ｸ･ること(鐘際上稲覗睡あ．るからであるb斯溌な

うな方錐が敷果縦あると謝藍 ． 弊害侭法律を以て燃正し得ろものではない薄ら謹苗“種
1．.撤木の無償交付 子は須らく政府又腫都道府藤聴力遜濟凝念を雛ｵむて優良窪

現在遥舜者が癖の苗木を入手す患ととは相鴬躍難であ 母樹から採取し･これを養苗業譜に配布するようにしなけ
り、父入手し得る湯合に於ても鯵k代13摘額で蕊の鯉濟的 れぱならない。

負携は森赫所有巻にとって糊常め苦痛であ琴ことを蕊れな 3．未墾地買收に勤ずろ讃澄
い｡現在の補助金織慶は鐙林の賓行が確認されてから後に ． 自作溌創識捌描確法瀝基く未鑿也買收E〕行き過識蕊
交付されるものであるために鑑赫者は一弧騏疹經蜜全額を 林所有者潅多大の不安藍與j､､篭辨の促進を阻渉一域鑿副
自己の負擢雁於て支出しな牡識藻嬢ら瀧い所に致命的な縦 となってゐろ。この行き過ぎを是正し､森林所有者のﾎ安
鰭がある。 ‐． を鯛肖しで謎識の促進を園らんが允舞二…多の方策力；輪

筆者は昨年燕蝿合迩合奮をして、多額の職賓を愛けし 疫施されつ上ある瀧､筒早急蛾を要する亀のに（1〕翼．

めて所蕊の苗木を確保せしあ､これを鐙繩渚に無償君交付 敗濟未鋤津の開墾不適地の原所有者還元とて2〕未墾地
』しf補助金交付の時鰄§代とﾎ職する方法腱依って苗木の の澱戻し條僻附貿收とが泌為。

垂

赴

I
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由来林地の交換分合は多くの場合土地の使滞よりも遥か

に償値の大きい立木を伴うたあに農地の場合画襲うに簡単

でばない。然し厳がら現存立木のために交換分合の困難な

ものについては立木の伐撫齢削にこれを蛮施するように長

期計書を以て臨み､更に此の交換分合を凹淵ならしめる彪

珍に需林丙に孕在叉は介在Fう-る國有林を沸秒や下げる等の

手段を以てすれば必ずしも不可能な問題ではない。、

5も金融に對する特別措麗

財政金融の現状､森様所有者の經濟事情等から見るとき、

金融雁對するI齢Iの措置が縦ぜられなければ譜林の促進を

圖り得潅いものもある。職林に要ｻｰる査金は典の回收に長

期間を要するため一般の金融駿脇よりの融炎に多く謬りl待

することば困難であるが蝋叉一価i林業の低利潤性から老へ

るとき一般の金融利率に依る炎金の利用は林業經誉の企業

性を根抵から極すことに厳る危険さえあ患。このことは猫

り鎧林のみの問題割きなく次に述べる早伐防止對錐どし種

も絶對不可縦の事項であるが､更に林這其の他の施設の炎

金對策とし筵も必蕊雷くこムに林業金融全般に對する総別
措置の必要汐避じ､･これを取扱う機關としての林業金庫新

設の必要ｶﾐ生ずる。林業金庫は至額政府出喪とし、麹釧汲

び早伐防止に對する融賓は當該森林を描保とじ、4分乃至

5房の低利率を以て行ほれなければならない。

緊急開拓錘施の當初未墾地として買收された民有林のう

ちには、現在の開拓適地選定蕊準に照して不適蟻と認あら
れるもめ力湘徴多く、これ等の地域は其の後の開拓状況も

一般に不振で､速かに土地利用の韓換を嵐ることを得錐と

するものも少くない｡'此の事獲は森林所有者の間に種時の

疑惑を醸し､民宥林經誉上に種盈の悪影響を及ぼしてゐる

ので、早急に全面的且つ根本的賑再稔討を加|Y.､、不適営な

ものは其の所有樅を原所有者に鐘元して速かに森林を造成
せしむべきである｡

叉今後末墾地は其の土地の開墾が萬一不成功に絡つた場

合は、これを原所有者に喪戻すことを條件として買収する

ことにし、未墾地買收にからむ土地所有權礎得の思惑を排

除する.と共に銅*所有者の不安を一掃することに努むべき

で、其お爲には自作農創設艤別措羅法の一部改正も鐡行せ

られなければならない。

4．林地の交換分合

農地改革の--錘として森林の所有制度に對ﾂｰる改華－－．

所有面積に對する制限等一が行はれるであらうという憶

説は全國津盈浦とにまで根狼く溌透して森林の經醤意慾特
に造林意慾を著しく減殺させた。此の憶説に伴う不安は政

府の屡次に亙る否定の震朗と時日の經遜に依って測翫薄ら、

ぎつLあるが､劉期的な農地改革が謹行されて各方面に多

大の衝鑿識睡た後であるだけに現在に於ても尚完全にこ

れを拶瞬lﾉ得たものと勵ずるこ.とは出来ない。斯る憶説の

根絶は蕊に政府の躍明の承では其の目的を達し得ないもの
であるから、若し森林の所有制度纒して改革の餘地がある

とすれば寧ろ速かに其の方針を定め改革の方刷を明示する

方が費明であらう。筆者は民有林の經管を合理ｲ暗るたあ

に林地の交換分合を行う必要を痛感ずるものであるが､此

の際これ鋤行ずれぼ､林地の所宥艇齢ろ無用の不安を
解消しw延いては造鉢の促進にも役立つものと信ずる。

蹄林の所郁蝋は極めて零細であるが､更に一所有者

の所有森林は必ずしも一園地をなすものではなく、數箇所

厘上に分散所在してゐる場合も少くない。斯る場合には保

謹攪理上に多額の經蜜を要するのみでなく、經醤施設囚新

設及び利用上の不剰益も歩くないので各所有者の所有森林
を集團化ぜしめるたら林地の交換分合を行うことが必要で

ある。叉民有林の經誉目的は頗る麗盈であるが、稔挺注意

を要するミ.とは自家用薪炭林等の所謂農用林と一般經濟林
との瞳譲りである。これ等は夫々の經誉目的に合致するよう

に經管せらるべきものであるから、施業案を編成する場合

にも其の職厩を老寵されなければな.らないが､農用林と一

般經濟林とが交互錯綜する認ifに於ては施業案編成技術上

多大の困難があるので､農用林と一般經濟林とを夫を錐馴

化せしめる.産めの交換分合も必要である6

q －〈

万

一

1Y伐採適正化對策“
、

，露有林の伐採を適正化するための手段は、原則的には合

理的熊施業案の鰄成と其の確賞な資行に俟たなげればなら

ないが胸民有称の現状に於ては合理的な施業案を編成する

上にも叉其の碓資溌蜜行を約束せしぬる上にも尚幾多の図‘

家的施策が必要であり、更に暫定的には施業案の未編鎌胆

に對する措置も誰ぜられなければならない6

1，國誉に依る奥地開發幹線休道の開蕊

長年ら泌伐に依って著しく林力の低下した所謂里雌林
義を園りつL而かも國民の羅低生活に必要踊瑚鋤需要を

充足して行かなければならない吾國ﾎ礫の前途ば頗る多難

であるが、この困難を打開するため先づ第一に者へられ願

ければならないことは爽地朱利用林の開發であ壷

奥地未利用林は菌賦2,553,512町渉､癖i1,27S;951,262

石に及ぶと言はれてゐるが、これ等奥地未利用林の蓄臓は

=大篭に於て飽和状態を示し、生長量と柚損斌とは互に相殺，

されて、二婚地生産力は全く空i鋤k態にあ為ものと老へられ

る｡従つ七既開發林の識源満固渇に頻してゐる舌轆通未利

期林を全面的に開發1讓其の生産力を有蜘bすることは正

に喫緊の顕要問題-鏡るが､奥妙猿利用林の．うち面裁に於
て43％、群秋に於て38％を占める民有林は葵の殆ど全部

が偏人の細濟力を以てしてば開發の困雌なものであり、叉

6〉ー
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假令開發し得る場合に於ても經濟_Iz收支償は厳い溌情にあ うことは出来踵いことになづ亡跨るけれども「森林所有者

るものが多いb 力其ﾝ生活ｦ維持スル爲已ムヲ得ザル＝出テタル伐網を

′現行の補助制度を以て奥地未利用林の全面髄開發を望む 禁』fすること催出来ないことになってゐるために徹底を縦
ことは怜かも百年河清を待つに等しいものと謂はなければ く憾がある｡施業案の未繍成地腫についても、森林法は第

ならないが､未利用林開發の重要性と其の國家的意義を思 乎條に施薬方法の指定に依って早伐を陣上し得る規定を殻
うとき奥地未利朋林開發のための幹線林道は輝圃鋼管叉 けてゐ跡､一筆毎に施業方法を旗定して鍼的な早伐防
は全額國庫負捲を以て速かに其の開蕊に蒲手せられなけれ、 止を行うことは不可能であぁから殆.ど察女に等しいものと
ぱならない問題であると老へる。 、 詔はな脚Lぱなら厳い。

2・間伐の奨勵 早伐防止に萬全を期するため阿勝､施業案縄成地腫健對
民有林の間伐は-般腱不徹底で､施業改善上より見‘ても しては森林法第十一篠第二項の規定を削除Fずろと共に糊U

其の資行を督勵する必要があるが､更に其の結果得られる の金融措漣を講じで所有者の經濟事情のみに依って早伐を
間伐材を有效に利用すれば木材需給調整上に及ぼす效果も なし得るような手段を完封し、未編成地逼に對しては森林

緬覗し得ないであらぅ。蓋し民有用樹林のうち間“切にあ 法雛-|窺條の規定を改正して知事に庚汎な雛限を典へ、一筆
1 －

るど認められる即~35年生の森林ば約120蔑町歩に達ｻー 毎曜)施業方法の指定に依らずして包括的な施業方法の指走
るものと推定せられるが、間伐繰返し期間を5年とし、平 一例へぼ用材林30年生以下、薪炭林10年生以下の伐
均1町歩雷り1回の間伐材積を50滴と見ても，1ケ年當 ，採を告示を以て禁止し得るような全面的包括的な施業方法

りの間伐材積合計は1,200萬石の宜額催上るからである。 の指定一をなし得るようにすると共に、これに對しても

静て政府は府縣に補助して間伐指導員を設置せしめ，民 職別金融の措置を譜ずることが必要看ある。
有林の間伐を奨勵すゐと共涯間伐材の有效利用を岡ろため

V結 言
途幽山緬蓮合曾をして其の斡旋をなさしあたことがある

が、今日の事態は犠時の夫れに比べて遥かに深刻であり、 民有林に對する鐙林の促進と伐採の適正化に脇しては磯
間伐奨鮒削変の必要は一府切蜜でおると考へられるので、 林臨時措蔽法の制定と逃合軍總司令部の勘告に基く森林法

時代創腫の態勢噸で速かにこれを復活し､弧力に推遥;‐ の改正と幅依って近く其の溜棚的措置の整術が溌想せられ
ぺき､Eある。 為に至ったが､上述の澁林促進對策及び伐採適正ｲ圏擁は

これと併行して進あられなければならない問題であると老3．．園有林と民有林の負振均衡

民有林のzf"1町歩鴬bの蓄磧は.163石で、これを風宥 へ為。對鯛の内容は禰助奨剛lil度の磁化披充に偏する傾向
林の判噛1町歩鴬りの蓄俄436石に比べると繊かに3分の ・・を漣れないが､林業の特磁雌中森林の持つ園家公共朧と民
’漉に過ぎない｡勿論離位面職潜りのzf畠均蓄談は經桧目的、 有林の現状並びに林産物に對する國民的需要の濁胤等から

作業種等の報異に依って異るべきものであるから、倭撫乍 ・ 見て巳むを得な噂であらう。叉上記の對策のうちには､踏
林の促進或朧伐採の適I劇上を脇るたあの對策としては錐り桑の多い民有林の蓄獄が國有林より少ないのは懲然である

が､戦前､‘戦後の雨蓄談を比較するとき､民有林の蓄穣減 にも迂蓮に過ぎると恩はれるものもあるが,蝿林の經潜
少の割合ば國有林の約3倍に達し；民有林に於ける;峰の ． 合幽上に依る生産力の昂揚は畢寛銅湘所有者の職種的な經
遜礎と林力低下の度合が國有林の夫れよりも遥かに深刻で 誉意慾に俟たなければなちないものであるから、所宥者の
あった事謹を物語ってゐる6｡ 經瞥意懲を庇惑ならしあるための對策は其の敷果の直撲的

今こそ民有林の荒溌を救う'ため趣相互の負描均衡を期し である．と間接的看あるとを問はず瀞に考慮せらるべきであ

て國有林の増伐を鬮i行すべきであると信ずるが､其の度合 る，
は少くとも逢國森林伐採鐙の3分1謹國有林が負据す為程 ． 「附制本文に引用.した統計数字のうち、戦前に脇する

ものは幾林省山林局編第千箏次山林蕊鴬(昭利'5年)に鹿までは樹められなければならないものと老へる。

4．早伐の防土 依り、戦後に勝す-為ものは林野局編林業統計要弼(昭和23

民有林の伐期は一般に低きに失する嫌いがあるが､早伐 年)に依った｡尚戦前戦後の比較に富つ#ては｡敗戦に依つ
の傾向は最ﾐ丘特に顯著なものがある。生産力を昂揚せしめ‐ て喪失した領土を除外した地域の職前統計を集計したもの
ろ上から見ても、叉荒駁詮肱止する上から見ても幼齢未熟 を以て職後の統計雛上較對照することムした。
林の伐採は是非共抑制せられなければならないと老Y､る （維り）

が､これを親離すくぎ適切な手段が識ぜられてゐない｡施
× × 、 ×

業案の編成せられてゐる謀林については窓まLに早伐證行

■
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新種を創捲することがあるとズ
(A)縁しがき 、

ざ

けて言ルヒチン虚理その他の＆

ミチユーリーンの果撒に對ﾂｰ為品種改良やルイセン詞の小 い｡云わぱ壹苓偶然詮唯一のノ
麥に於けるヤロ色ゼF-ジヨジに就い，画i職耐から鐵片的の 一に鰯しを多くの徒鍔をくりズ

報擬腱は接していた溌識瀬蝿輪や之堂裏f狩る鍵数 之がﾐﾁﾕﾆ靭ﾝ箪堵のr鐸
例に接することが出乗苧､漠然としたも”であった力戦後 一言でああ｡然凹鵬の[職lメ

特に耀近に至って殺等の塞識の全貌渤癒盆の鐸本を通じて 得るほど萱議腰豐識:内容を、
紹介せらる上穰艇なってメンデツレーモルガーズ貫のこ'畠に立 も多くの例外(臘肯は例外と(‘

つたわれわれの考え寿輝根本的の糠討を加えなけ識織癒ら れわれは唯彼等の多く.の樹劾愈】

ぬということ､蕊畦尭の學競の徽香の判断鯉舘彼等 之を導き出し蝋職的事疫に割
の庭した多くの霞隣やｿ.グｲｴ'､幾園蕊界に貢献した多く ぱならないと云うのである。
の業綴に鋤しては深く撤意を表しなければなら麹。識つ宝 一

(B). 〃ミチユーソ：
わ力琳業界に於ける育種の現状を見ろ‘とヌンデルーモ”力 － ，

理論と品種2ニズムの上に立つ毒さえその緒に諭‘､ていないのである

が今此魔に彼等の業漬に接するに至って吾糞の進路を定め ミチユーリ認瀝主として果；
る上に偉大な指標を見出したこどを喜濠と共に彼等の云う り、ルイセンコは一般農作物リ

「徒淵を鮫えでせずに直接唾しい｣方向にわれわれの を戟承上げた｡であるが何れ！
育種をす上あることが出索ることに鋤し埴自ら慰を感瀦る のないもの職愈きく"唯育種“
ものであ鶏。今此虚にミテユーリンの學説の立場か:ら峰 ある｡例え幟果樹溌培では良リ

カ秘の林木育種｣,を今後力緬に導い､ていくか部ち之を如何 ととが改良の目標であるのにヨ

纏われわれのものとして活用すべきかにわいて蓋干の勇諜 良擬の材〈誉謹勤を得る己
を加えて見たい。 ‐ ，所謂特用樹種の問題となると］

x × × る､此庭に祇鐸鯵翠誌を詳レ

ミチュ渓リンの鶏費を通じてルイセツコによづてうち立 ら、2，3の霜蕊な理論と育種（
定られ施遡鮮學的の理論一一彼等をし踵云わしむれば誤業 錯ず彼等の思想の楓蕊は噸

鑑物理酌理論と云つだいる瀧､之は露ﾘｰるにグーウイゾの あって、有名溌ミチユーリン（

輯上摩識の護展であって、メンデリズムの上に立った現代 まっているこどは嵐来ない。i
遼騨墨と麹遼禰のも尋であり；近代蓮徳學艇於ける｢qengl とらな賦龍朧ならぬ」と云流

の羅對性を否定し莚震い意味挺於け鴻蕊境から得た鍵鶴形 法に於け鐙自然蘂革の思想に；
礎鋒馬形礎の遥蕊陸を肯定す患も②涯あり、彼等の所 彼等騨生強の謹簿性徴遡錨

調唯物辮識選論の生物界腫於ける例謹となるので詮ろ｡彼 ・築穣であって還境は生駒寧撞I
輔は生物の遺鱒性ほ蚤の生活燦件呼よって蓄鏡認畷之に と云うの定ある。そし撞生勅（

よつ冠支配睦られろというのであるが、メンデリズム溌騨 理薩一A定綴僻審蘂求し與えら；

學纒よれば｢"n｣た窓識誕溌位ば不可鍵のものでその組合 をしゅうう職頚となし條件の漣

せと配合によつ､魂鱈謹Eじ’1鯛然的の鍵異によってのみ すと云い稲もf鋤I胸と懲蓋細’
二 ｡ 、隼 一口画＝ 一 込卜frR品阜蓉T

新種を創鐙することがあるとなし、之に唯一つの堵承をか・

けて言ルヒチン虚理その他の技巧力轆されでい錫にﾂｰぎ熊

い｡云わぱ言苓偶然詮唯一のたのぶとして盲目的に功を蕊
一に齢しを多くの徒鍔をくりかえしている．ことになる一

之がミチユニガン學者のr武本主義遣傳學者」に野する罵

言でああ。然凹鵬の[職l力野べ麺唾堂傳現象を説明しし
、

得るほど萱議腰鐸な内容をもっているかと云うと、之に

も多くの例外蝋等は例外とほ云わ頃力翰と憶測がありわ

れわれは唯彼等の多く.の輝かしい農園蕊界挺於げる業綬と

之を導き出した蜜職的事疫に對して有力な示唆を得なけれ
亀

ぱならないと云うのである。
一

(B). 〃ミチユーソンールノiセン＝の ，‐
厚･口 〃

理論と品種改良法

ミチユーリ認瀝主として果樹栽培に於ける爺種改良によ

り、ルイセンコは一般農作物を對象としての資験から理論

を戟承上げた○であるが何れも林木の育種という面に關係：

のないもの職愈きく"唯育種の對象を改良目漂弥鍵るだけで
ある｡例え幟果樹溌培では良賀の果を短期間に結ぶと云う

ことが改良の目標であるのに對し林木では成長の速や力垂

良風の材〈誉養謹）を得ることが目標となるに過ぎない。

，所謂特用樹種の問題となると論んどその目標弘同一であ

る､此庭に彼等鯵翠読を詳しく紹介することは出来ないか
ら、2，3の霜蕊な理論と育種の手段を見る乏とにする。

鎧ず彼等の思想の根底は噛伽辮溌法的冒然識に掛bろので
あって、有名溌ミチユーリンの「われお漉は自然の恩恵を

まっているこどは嵐来ない。自然の手から恩恵をXニエかい

とらな賦龍朧ならぬ」と云う言葉塔エンケルスの自然辮識

法に於け遥自凝謹弾の思想に通じ種いる。 ‐

彼等騨生強の謹簿性徴遡境に對箭る度腫悩堯二通噸性の
、築穣であって還境は生駒寧撞博性を規定し之を鍵化させる

と云うの定ある。そし撞生勅の遁癖とは生駿騨の發育のた

理薩一A定綴傑審蘂求し與えら繩た縢砕侭對して一定の反臘

をしゅうう職質となし條件の鍵化は欝然謹傳性の蕊化を満ら

ずと云い稲も性細胞と管蕊細胞との本質的麗別をみとめな
い、之力準ンデリズ墨遥鱒學と偽根本齢掘童であり、源一

ウイニズムの發浸といわれる，湖進お愚。
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日下部豊 ミテヂーリンールイセンユ學読と林木育種
－号 百=一--－一・一一一一一.一.一

~ﾏ 召 戸 一

次ぎ膳ルイセンコの理論として鍵本的癒も錘侭所謂生物 ている。 .. △

の段階發育説であ鴇。港に襲濤と至験②發育は一定の段陛 <3）識皆謹育原理彰利照する方法

認勝ることを必要球るもの堰そ:の段階を遥遥しなけ ルイ"とﾝ.崎述“くこの蝿購読を庭筵息、
れば正常の謹菅をすること力翠来ないという嘩琶ある。有 この原理を利用することによって秋漁#饗の春蒔化

名な小蕊の綱鍛験や馬鈴騒鱈翻賊"の溌騒湛どその典 馬鈴蕊の退化防止共他多くの品種改良や農作物妙栽．
型的の例證である。 ‐ ” 塘法の蝿を行い最近⑦聯としては裁晶含舗鋤
以上②犠愈織悶や理論を程景として、ルイ1ゼシコは品菰 、 コク、サグィスの溌培に成功する蟻その調溌は鏡大

改良の原理を鐘鱒性の家走定幾挺おき、之を合目的に利用 である。

すると云うことに蕊詰を封､でいる｡而じ亡その手接とし 、 云うまでもなく此の孫理鰄WggX2)の場合にも難
て 本的准支配原則をなしている。

〈1〕原産地又催生煮地を篝しく異梶する系統⑱交雑に
津て (C)撚木育種えの蕊入

〈2〕銭ﾈ§礎よってずなはち異なる品種の組織を共生さ 、 ミチユーリン.ルイセン雲力淋水に對して漆した育種の
雀ること膜よつ‘て 業漬ほ發表されてないがコルグカシにうい画襲モの耐寒性

<3)ある發育;曝迩･鑓の惑劉鋤嘩蹴還境蹄を 牝を問題にI婁乞1‘､掻様であり育種でほないが森林植翰の播
・適雷に作用せしむることによって．． ‐ ‐刺鯉職を題してコク、ツ･〆イスの例にならって災まき法謹

之等"よって遥傳性の夏i琵定化を湾らしその穣微を利用 提唱'ﾝて北部地帯の遥詠に大きな功漬を畢け稔いる｡とも
して-淀の鍛境腱迩職-場遥傳性を遥り出し英ｾ"クシヨ ミか魚被等の理論と育種手段にういては称木育種の方向龍鋤
シによって品種の改良の目的を達しようというのである。 し､噸&定的の這標を與えていると云うことが潟来る。勿論一

脅謹の場合遥傳性は常に保守約であり尋常の手段をもって 林木は果樹や作物と性質は異な為が彼等のなした溌験や識
して}麓を潤上せしあ得厳ぃ｡之力荘掩彼等e學識逗對す 綴と更らに之によってきづいな理論とは一・つとして無用の
る攻螺の材料となっているのである。彼等は之に謝して生・ 堵の睦ない｡時に遠隔交雑法の如き朧熱幣有用澗木の淑隆
物の本性を理解しないからとじ､所謂氣候順化誘ろ誤りを 謝上や塞糖木の温帯化も爾能であるし､例えば象ﾝ=琴ア
指摘してし喝。そごで彼等は如何なる方独潅遺博性の不安 ．カシヤや安南漆に規那やパテナに耐塞性を與え蕪膳掻､エ
定化をもたらす手段としているかと云うと 、ゾ、》蝋を甫方に引き下げ南洋彰と日本杉の交雑梶よる

篭鱸鷲蜜駕くわ遼職蕊誰法 新品種を作り出し台湾桐と

くｲ)･地域的に相互謹隠地に生存するものを新らたに て九州に適す．る耐病性桐の
雨地iに縁遠い目的地#恒於いて交雑を行い之を栽培す シとアペマキの品種改良も考えらる上。

箔と.と淫よって不安定め遺憾性をその地に迩態さ詮 ・更らに錨の遥鰄遡恩形嘆の遥傳の理論によってわれ
茨うとする方法一 われが従来盲目的に優良母樹よりの採種を鰯行したその理

〈庭）品種叉抵種闘の製たるもの厨志を即ち橡の識、 ．諭約撰黙を見出すことにもなる､叉偶然鍵異侭よる倍數魁
もの同志を交雑せしめて前記の員釣を達しよ肯とす の創造のだめに用いたｺﾙﾋﾁﾝ其の他の戦理ｲ蝉的虚理

ろ方法一 参 に野し段階雛育諭を加味すれI瀞少し有敷に適切に愛行し
、 造の場割僅勤を謹畿の．ものと混交ず為こどによって 得るであらう。独桐鼠栗、クノレミ、その他の馨用果露の戯

その目的を達し得ることが多いことを謹見しだこと 種改良に於いても從來の様潅盲目的接永灘‐熱張りにまら

は大きな業鎮竜おぞ ず､職水の性質を考慮し叉蕊蓋雑種の理論を應用すれ識挺
(2)榮義議種法 め‘て勤果的｝曇多くの磯良'品種を作，得るであらう.｡､ｵ熱わ

接木を利附して台木の性獄を穂木の性質艇うつして れは挺來栗に濃い越§合(台木ば撰篭と向脇雲の蛮生急報

叉迩に穂木の性質を台爺にうつし鷺〔纒麺子を作り うる〕を推奨して來彪が之についても多くの問題藍提雛す

改良卜ようという方法所謂ヱン昨一ル法で之はメン ろであらう。交鐡爵震ばその蜜生の鍵異性が犬であり今芽
一 デリズム輝對う-る有力な瓦鍛蔭あり彼等の翠競り甑 縢鍵異性も張くそれ自身その趣蝉蝕が不淡是雷謬論迄の

大な;罎菱なしてい為 ＃ 笥畷に蒲目し､上述煙品種政良澱を用うれば極めて多種の
以上二つ臓垂してﾐﾁ寺襲ﾝ力銅いた方法:雷審つ 雑種を得る壱あらうし風土縄跳霊易奄あらう。

てこの方法詮恥､､亡彼徹300種膜及鰯f品種左作り上げ、 yljl物如き瞬脳でば耐病性耐謹虫性の品種鰄職など極
ｵ蝉の寒冷地銭に迄篭萄その他の果慰栽培を可能ならしめ めて重要な間題である。純職こ老うべきはわれわれ溌從謀
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日下部： 票チユーリンールイセンコ串説と林木育種
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仙産樹を移植した場合例えば秋田杉や吉野杉を九州にうつ を唯一つの手がかり･としてことをなしている。われわれは

Lた壌合叉外國樹種を輸入栽培した場合常にそｵL一代の成 ミチユーリンールイセンコの業綬を範として彼等の所謂

鏡を以ってその可杏を判定し不良のものは敢えてかえり見 「企劃性｣ある品種改良に新生面を打開しなければならぬ。

ずという考え方であったが環境の異な場外來闘が直ちに通 最後にウイリアム星の現代生職學界に投げつけた罵言を

鵬し．とよき生育をなすのがむしろ不思議Gあり、之等の種 、 引用してわh身われの歩いて來た道又現に:歩いている道に對
子による二代目三代目‘蟻培錨iに着目してこそ膜の試験， して反省の鍵しよう。 、

辱

目的力謹せらる.Lと云うことが出來る。 現代生物學はいろいろの事礎をつ承あげた。これ等の

然し現渡はそうわれわれの思う様に目的を達することは 数字や曲線や表をガラクタの山積のかげにはかならず

出来な､‘,かも知れぬ，彼難の云う｢遣博性の保守性Jは過去 しも、本質的なもの上理解があるとは云えない。いま

累年の適臘力の築職の結果であり極めて頑固な抵抗をなす や現代科學のうちでは普湿化(總合）が事蜜の累職に

かも知れぬ。われわれは術に惹鯉性の不安定化をねらいそ 立ちおぐれている轡い蓑の學者の大多数はじぶん力辮

の機微に乘じて事をなすことが必要である。ルイセンコー 證法的に考えた吟崎することがH1来ない‘の塗「事

ミテユーリンの業綴は､之に對して多く示唆を災え多く笈 資の観察や蜜験の集職数字や縮I表の山をもってごま

例を提供している。前にも述篭式たが從來の識傳學は｢偶然」 ・かしている」云盈 （総）

、ー ～～

古 書 の斡旋
～

下記占醤が木曾特約の響籍店に在庫です､夫を部數は1部か2部しかありませんから至急御申込Fドさい
○掲載の償絡は書店の壷便であり茨す
o斡旋の手数料と1-ﾉて木曾は撞償の1割を申受けます

墨

O謹料は資費申受けます
o翼一品切れをなった節は御容赦願まず‐
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徳 川瀧隣踏林獅'『の鋤"焼:鵬16)
永非林業の展望〈昭23,

吉 田林業回職録（昭5）

工・ 藤 日本有用樹木分類學（昭16）

中井.‘小泉大日本樹木誌（昭2）
本多大日本老樹篭木誌〈大2）

胸務省地理烏表日本樹木誌1I# <明10i l,
開 茨城驍互樹老木誌（大2〕 ・

帝室林野局稀室林鯉局垂1年史劃く昭1“

大日本山聴會ノ}輝先生の小鱒と論文抄.．(昭9）

奥野漢野吉次郎翁と日本のペニヤ板業（昭10）

須永森林紐合行脚（昭18）

〃 ． 山村巡.礎（昭18）

上原山林叙情（昭18）・

天然記念物調議報皆q淡物の部〉1～20輯揃 4，

束京大摩演習林報告I～33鏡（犬9～昭19)珊峡9，

称業試験場蕊報1～18鵬欲9~14） 3，

森林測候所総別報告2～9號（犬5～大11〕 1，

東京犠林局報1－5職（昭8～昭13）9舩峡 β，

日本林學會蔚総9～2罐（昭2～昭,1$521｝峡 8j
砂 防 1～82雛（昭3～昭17）11I職a

COniferaleSundCOrdaitaleS、1931. . 3,
oOddimberS,BRmbooSandPalmS

薗部。三浦訂正林學雑義（昭25） 550円

薗部・三浦林學讃木（昭18） 200
唱

木多愛用,森林蕊上）〔昭2〉 170
エプナー･島本（認）最新林業要諭〈昭18ア 280
久保・ 熱譜農林學概論､（昭18) 200
渡趣ぶな林の研究（昭13） 750
千葉縣千蕊の"林業(11BLO) ' 200
鏑木森林の生理（昭の 600
山霞林局氷材の土蕊的利剛（明45） 1,800 ，
開将木材の解剖的性質（昭22＞ i20

千代田 木村の耐朽性（昭2の 220
米井木材接蒲.淵（昭2か 100

末櫓雑木利用最新家呉製作法(上･-F"5) 700
門 田 最新盤林測雄上巻(**14) 400
閥垣林.道設計法（昭2⑲ 200
三浦森林生産學（昭11)． 400
銅1:｡逸見木材腐朽菌學(I1"0) 300
三浦木材防腐保存法〈上･下昭2〕 1,600

辻 工業用木炭〈昭16） 100
鹿島木淡自動車とニセアカシア樹の利用《昭18〕135 ・
伊藤．白木*i窪食物類<昭13)･ . 200

瓦oml R; UntersuCiWmgenZurStumme"ES師幽tedtr
BrandiSDg rndianflXeeS-AnacCoUntIrrC鍋,shrub3,W
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岐阜縣下の特殊林業｜

’
I

中村賢太郎

卿 1昼

．昭荊125年11月岐阜縣山林課ならび艇西淡及び南濃雨

斌万事務所林務諜の案内を受けて､不破郡今須澗のスギ紳
業と、養老郡時村大字時山の瀞談林とを覗察することがで

きた。雨者と芯に鐸伐作業を採用している特殊林業であっ

て､紹介令-る便値があると考えろ。
今須村の林業はかなり凌ぐ知られて湯り、岐阜縣山林課

の施業案技術研究會の名で吟須村スギ・ヒノキ澤伐林莱

の職畷」(A5"22頁､昭和24年）が出版されてゐる。

今頚赫は東海這線に識､､開ケ原と柏陳(滋賀縣）との中
間にある山村で､温暖である割には雲が多いという。林地

の95％は個人の經管に蹄し、大部分は5町歩未滿で、20

町歩以上に達するものはない。

鐸伐作業の溜革は甚だ古く、明治18年の大水害の際特

にその必要を痛感したという。なお積雪が多いことも鐸伐
を必要叉は有利とするようであ為。

上記の刊行物によれば中等地に於ける立木本数は2寸以

上15“本で、最大直裡は13寸であり、その材糠は970

滴であるという｡制識曲線は理想的の撰伐制型をたしてお
り、回齢年職5~10年でf立木物職の.10％内外を伐採す

患の力譜迩であお◎伐採水は級良大秘水の生産と後鯛樹の

撫育との雨命慰ら劉凱を識登をなし､幻診の鮴を少し
ずつ林丙の謬也へ植え､℃いる。暖地系のスギを雌い､多雲

地方のスギを選んでいるが、5年生鋤卜の火苗木を植える
私

ことはひとつの特徴である。ヒノギは4棚程度に逢L1成

長は悪くても洞概力塙いため必ずしも不利でないという人
ざ p

がある＠
V

直經峰I本数分布や上記刊行物の篤虞を見ると理想的の，

鐸伐株て塗るが､筆者の見たところでば複屑林叉は多層林
遁憾あるが、狭鐘の鐸伐林であるとはいいかねる森林が多

いように感じた。收入を必要とす島場合に強度の伐採を行

う.ことがあっても奄皆伐織極力回避していあように見える。

耐陰性の弱いスギが澤伐作業に適する力》どうかは頑大間

題である。林絢の小,さい疎開地に植えられたスギ苗や上勝

木の樹冠下にある小中礎水は裸地にあるスギ艇比して成長

がどれだけ蓮クであろうか､撫地を見たところでは、存外

健全に育っているものもあれば、かなり被麗状態に焔って

いおものもあって、鐸伐作業の得失を鐵走することは困難

であるように感じた。スギの鐸伐作業が不可能でないこと

はわかるが､秘積成長量の多少や造林撫育の難易等を橡謝

する必要がある。

秘穣成長蛍に關して右の刊行物の記載に大きい矛盾があ

る。回蹄年5～10年、立木秘稜970石，伐採率ﾕ0％とす

れば雷連年成長量は10～20石になる筈であるが（18頁、

20～21頁)､14頁に朧蓮年成長量25～35石と明記してあ

る。また18～19頁に(零年回歸として伐採率12％､伐採

斌116石と記載してあるゆえ、逵雫成長量は約23石にな
、

為。しかも皆伐作業林の材積成長量に開す鶏賓料がないゆ

え比較できないが､材蜜催澤伐作業体の万力野ぐれている

_ため、今須スギ・今須ヒノ毛の名麓力稿い．という。すなわ

ち隼輪密度が一機であるばかり~gなく、枝打を集約に賓行

す遥關係もあってず木材償絡淑侍に高いというが､施業が

困難定あるだけに､地力維持･危害防止鍜Iとすれ鶴收
支計蝉が果して有利にたるかどうか疑わしい。

今須村では鐸伐竹諜が有利であるこどを狼調している

が、隣接の町村ではこれを資行して､､ない。筆者は斑1劃保

愛上の敷用を除けば樺伐作業林力潜伐作業林よ・りも經濟上

有利であ為かどうか疑問であると思っている。もっともた
とえ有利であおとしても、識林撫育が困難香賜り、特に枝

打の惚行や樺伐木の伐倒に職殊の技術を必要とす幕ゆえ、
斥

他の地方で直ちに樺伐､桑を採用することは困難で｡あろ

う．。 、

スギ･睦ノキの稚幼樹ないし小中樫木淡どの程度まで上
木の被職に堪えるかを知ることは.天然生抹の施業に際し
て更新面の大さその他謹きあるために重要であお・寺崎博

士の各層間伐ばこれらの鐵例にヒントを得られた為のの如

く、耐陰性の弱い樹種でも紘錘を複厨林化す-ることが不可

能でないことがわか為だけでも一見の慣値があ場。

")I1縣屋島山麓のク輝マツ数段喬林は技條を利閉す愚必

要上湿度の枝打を行うために菱達しだように見えるに反

し、今須村では枝打のため極多くの經費を授じて蝿る。能

塞I呈島のア天林もまた澤伐林型をなすと仏われる海､理想

的立木機成の森林は少く、むしろ今須村のスギ亀ヒノキ林

の一部に狭銭の澤伐作業林を見惑し得るようである。

謡老郡時村大字時山の薪炭林侭古くから鐸伐作業を採朋

しているという。I簾山識鄭I箔丘延は皆伐作業鉢が多く、奥

地の馨伐作業林に比すれI難蝿力掻弱であるばかりでなく
經濟慨値も劣るように感じた。 『

探伐嬢林は全鬮番地の私有妹健於て小面積ずつ蜜行さか

q■

己

妾

(華者）東大教授‘農博

一一一（11〕･一
日

I一

ー

一

一

一〆



◆
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芦

誼いるが､時山の薪溌棚乙ば薯しぃ特徴があ患。薪鏡林ほ． 分が薪麹皇として利用されることがある。

・ 隙凱でば脳材の生産は黄鋪していないとい;話で､吏薪・鍵禦が一殻に低く、澤伐愉錐にありても炭材として遁堂の

大さのものを生窪するために小控木を伐鐸ずるのが賛鍾 方法及び森株の外観が喬林に麺‘､としても､‘これを喬株と
霞多くの地方塵於ておよそ10年毎に湧積の”彫丙外 し．“趣うこと侭蕊鴬で秘､と思う。伐採水力談きく、從

皇顔封木が伐採されている。皆伐作業は薪淡詠にありて侭伐 って伐揮齢がかなり高いとしても、薪淡材生産の場合には
期が特に低く、伐期半鎗1材稜成長鐙が駿多になるのを待つ ほぼ一定の賦度があるくくぎ鐸れを喬林と見な誼りも、
ことなく､幼齢林を皆伐しているため､捧伐作業林ほ剛‘ やはり撰林として虚理すべ《：もしこの麗霞が;総溌Eあ
の低い皆伐作業林に粥して毎年の醗蝿成長量が甚だしで参． るとすれば､蒜林.譲撚の唾別識てて瞳.用材林.薪炭林
哩｡しかしながら皆侭維業林にありても伐鰯を高くすれば の職Iを採用する方が合理的でありまた疫用的であ為。
伐期z鳴均ﾈ搬威慶鐙力噸加寸-馨筈であ塗が､皆伐の場合嬢。 理論は.ともかくとして､礎際問題として職時山にありて
ほ“9職自ら低く燕りやすい｡従って職淡林の場合雁は皆 も天然生渡生街だけにたよる,こと厳く、伐採鮎を幾分高く

伐藍鐸伐に改めれば､材横收獲力蓉し《多くなり、悲産炭 睦萠芽をも合せ利用する方が生溌を高めることができる
．村に適ﾁる木材を伐採できる利撮が太き、． と信ずるb ･ - 《塗

薪炭締にお崎､ては皆剛諜の場合に伐期を高くすれば平 務職肥沃恥のﾆｰｯ郷にｽギを植えてあるが§そ①撫育
均撒穂成長鐙が鞠Ⅱする如く鰯伐作業林にありても蝿、:尋は識全瀝ある｡，戸墜噛,0町歩内外の薪炭林を鐸伐し、
末の置蝉を大きくすればzIW1ケ隼の秘演牧灘謝靭す 製炭によって生計を肱､となんでいるため§え竿の遥陳腱無

るあの雛定さ泥る｡薪炭緋は多くの場合に抵淡材とし＜ 關心である襲う随見えるが､秩父罐府で鬼港だけにスギ
最適。太さ｡の樹木を伐採しているが､時山ではそれよりも． 称を合蕊酌に經饗すれば材祇收穫が増すばかりでなく、製
直径の大きい樹木を伐採している｡從ってj域憾綴陸少・ 炭挙代って他の撚業努伽が要求されるよう"になって,住民
く､主として認獄を使用するため未炭の品瞬き郷劣るが、 ・の生活は向上す猫のと想像する｡林業炎本を蓄蒲埼筵

‐ 穂積i錘繩鋤するため經濟上有利であると考える。澤伐 とと､畜種の株業技術を習得することを必要とするたあ､、

の際に淡材とし．計分に利用歪きるばかりでなく，恐らく 積極的艇指導奨勵に努力しない限り原始的に迩鐵溌林の

錨3．として最も適議の大さの樹木を伐噸していること鹿 澤伐作業を裁けることであろう｡すなわち時山の薪淡桃は
時山の薪炭林の特徴のひとつである。 三 菱則的の坂扱をじてしきる黙が躍雌上興味があるに止まり、

すなわち時山では圃歸年を10年とし､材菰に於て約40 唯一の長所は伐採木の直煙が大きい識である減推奨する
％(本数i5%丙ﾀpを伐採している。但し立木材鋤琴ぃ 侭値がある林業經管であるとは考えられない。
たら､獅稗脱穫ほ70％を伐採うでる場合よりも多いものと 之を要するに雨着ともに異帥遮って、天下一品の林業

想像ずる｡伐採齢は30年であるというが､40年に近いも ではあるが､謹濟上有利で“適切である作業溌歪あると
の顔あるものの如く､炭材として品質力灘分劣るとしても いえるかど弼擬わしい。

轟轟
｜

｜葉蕊 耐JI
は萠芽性の弱いシデ類が多M慨係もあらうが､龍芽落蚕璽一 ．

溌手ろこと均:く後繼樹とじて宝として震生街菱撫育寸惠ど

い咄､、か列蛇探齢がi上較鰯薇いためﾀ噸は喬林に近づ､唾
いる6 、

作業種の分類に際して更新方法を重要寵すれば､京都市

｜
北山の台杉林業は嬢陳であるに反し、時山の薪淡林緯震林

■雲要 憲:． ÷
になるべく~、またﾀ蝿に垂づいて甑別しても同進巽うな詰

築に燕ろ｡経って刺磯上廠喬林･倭林の磁別漠，蕗､爵材

隷・鑑識の磁捌の労力麺切になる。但しアカマツ謙の如

くり内秒もｆｊ、塊丁ＫｆＪ１くぞＪ、く〃、ｆＪ、ｒＪ、ｒＪ、北ざＪｈ４ｆ、ｒＪＫクＶ″、ノく１１Ｊｔ、Ｊｒ：やｆｌｈＪｔｈ

■

企

庁

ぎf寵用材生産に努力するに拘らず、緒果としてはそ秒大部 1ニーーー～塵~一～-へ～へ～－－－－－－－－～ 入ﾉa－～一事へ"盛
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~破灌に導き得るから究壌のところこれ等数多の興味且量

驚異に値する縛淡を凡そ次の如く要約することが柵来るで
あらう即ち(AJX線徹溌照射を行ぷ場合生物の灘瀕職睦

何等の蕊化移行蓬認めなL,“)適性瞬嫁毎去錫合細胞賦

治雛促され鰻織獺聯端灘さ拡る〈C.)謂暖性照射によっ
て疲勢溺姓後退達示し識胃鰯蝉溺澪活發(露-る。(D>鍾太

M蝿雁よって1M娠性移行淀示し機能；職が"壌され愚､.以
上にエって先づ第一に適性照射瀧とりあげられるとのこと

1．生物の機榔K職に典へる穂機

われわれば蓮淡挫湿大な雷雨に遭遇の毒後声種爽快なフ

芋リンダを感受す為ごとを癖･種ゐあ。渉古來稻妻が多L，、

ど製作が鯵､〈られ關東地熱筵鰯山の爆謹によって製作が
傳へられてゐる働傘この溌鬮山の場合臓藤發物謬上室より室
魚識を吸謁“される一方爆謹と臓時喉大澱の賑デイ
ゾルグに壁る放蹴子のイオンサイクロンに因る大きな役割

蕊
を謡頤-ることは出來ない。差し以上＆つ

の､ヒントが共に遜子＝ネルギーに因つ迄發

生さ耀鋤軽鍾擬能組織挺興へる轌擬
ら現れとするならぱこLに一應璽線のもつ

理化學的性質鯵にその職成磯錐,""funk-

ti"ny及溺動駿能(Eefrel'funktibn)腰ど

興よう底交戦をもつかど謂ふこと力擬も頚
轌な課題となるが從來X線の定読を以って

ずれぼ蛋白鎧或は有機性物賀娠熨誤乃至侭

衝嬢を典へ単れを分解》冨亨合成に熱く溌在弩
ネルギー詮もつでゐろと認ほれとごゐる例へ原子寮嘩電子散財綴､光合或礎験 ・とする場合営然同一閥下のもとに麗理す
織生魁の主成膝をなす騨璽溶渡中翰職予の （高知織林局江原苗畑試験鋤 ることほ許されない電あらう。
界面に於て放電樺よる淋雛ｲｵゾ特に水素ｲｵﾝ耀蝿行 2．林業用綴子に對するX線庭理
誘發を件び細胞賦潰力纒されその最大熟成権到達されると

き擬分裂躍動糎悶って新らしき細胞が創造される､然し乍 x線がもつ鋤學l"噂磯憩引用唾ﾎ業用種子挺鹿癖r
らその廟x總堕波照射にｴって細胞の細茂機能をぱ後退 舅ことによって發生蝉軸アウエイクを與へその簡酵竹報;に

略
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下田 g認子放射線が種子に及ぼす影響

蒲性卿機を促し延瞳は後退性禰予逢或る程膨賦治し發芽職

能を涌發化するから箪に發芽敷率を高め得るばかり･色なく

更に第2次鱒磯として發芽後の光合成移行促進に役立つ效
果力測l符されるであらう、この試験は澗知醤称局管内江原

鰯mに於て1949年以來引縦き行蝉'I工ゐるがその手技と

し､亡禦げられるものは(1)放射口装置として等軸品系に馬

するフキルタ戸を用ひた。これは力翻‘均等線(PJgaotical

IlOmngenouSX-ray)を求め且つ波長をある程度短くする特

質をもってゐる(2)被射臘襲霞として職殊金馬フォイルで

種子の包装を行ったこれは蝋に散乱線誘導に止まらず苗木

の徒長を抑制し叉は促;－2つの性質をもつものと老へられ

るd(3)遮噺装置として錯板を用ひたこれば被射磯有敷距離

を限界としてインタラプトする方が效果的と老へられる．

(4)光赴駁分として(A)R6hrenSbPom3nEA(B)R61reE-

spaxVlnng65KVP.(C)焦黙距開I"50"<D)Super古躯horneng

Fiiter0.5mm )照射タイム、10分15分30分瀦分及び
無虚理の仔腫分別筵ある、

次にこの試験に採澤した原子科學上の礎證的諸因子は1．
原子(Atom)2.原子核(KErn)3.電子(Elektronfn)4･｡中性

gKNButron)&X線縄ベクトル(Kontinuierl1c】唯Spekt-

mmderR6nigenstmlilen､,6.X綴の波長7.露磁波とエ

ネルギー8．欝子と光量子、9．全線＝ネル詫一と正常吸收

頃o)'mnleAbsollption)10.電子の速さと質鐙11.=ネルギ

ーと物質12.一般X線と剥生X線遍.混合X線の弧度.狸X

線の散側現象1R.X線の生物學的作用等である，

3．種子の發芽並にその生長

－ 1鰹9年.4月20日及1950年4月111ﾖのズギ掴ヒノキ、カラ

マツの種子に對しX線虚理の結果凡そ次のこと力珊認暮れ

た(1)發芽が一齊に行は'1錘速の差が妙厳い(2)潟性種子

（15時間水漫)はX線無賎理に比し發芽が10日内外早く亦

乾性趣子〈貯撒庫より排出のまいはX線無庭理に比し7

日丙外早く溌芽を示すこと（3）發芽後の成長は活發旺盛で

ある(4)X線虚理蹴は有需微生物に對する抗菌力弧く從つ

‘て自然枯死力鋤ない⑮)播甑後の取扱ひ適切ならば0年生

で1m腎営，300本~40q泰の山行苗力鵜られる即ちスギ苗

ia30cmヒンキ20.m内外の生長を期待ずることが出来愚(6)

苗木に夫小の差が妙なく略均等な苗木の獲得が出来る。＊
串一

1950年春季撤麺とその生長過程

鯵4蝿穿 錨騨識鶏躍聯認鰯離農織摘 “樹種

〆雫“1本山||,"1"11%22g"|W| 527 ' 68 67 3821 350鍔棚
〃 〃 ，〃 〃 〃 〃 〃 30 〃 549 65 63 421 380 30 4．0

〃 〃 〃〃〃〃 〃 ユ5 〃 515 102 45 363 310 28｜2．‘5

鰯鼠,戯:鑿』:| || :;:II::i ':":|z|:::
〃 1948

〃 〃

・雪，淵柳荊；曇‘靴澱鬮零厩雲謡

つ

冬

＊本表に示す如くスギはダイム30:分の線量を適性最子と

槻ろととが閥来るヒノキについては1949年試驍成果にま

って45分線溺振大敷果率を示してゐる然し乍ら種子の後

退性及x線虚理時に於ける被射種子の灘鹿或i珊庇によつ
で吸｣胸値を異にするからこれを以って必らずtも請宣に適
性量子と轍定されない力汎そ標準線量としての侭値を失は

ないことは窺知される｡そこで假定の術式によるX線適性

瞳子を過去2ケ年の虚果に韮き次の如く雑察することが出
、

来る。

B供試樹液並に床地土壌P・ITに就て

X線鰯理に關述してP.Hに關する試験が去る'0月20日
高知誉林局識林課田村技官によって行はれた｡捨の灘は
目下城討中でこ典に發表の限りでない力晄合成艤液は特に
時間的鍵移敏活であ:り且つ胤潜苗木に就て不定時放射線麗

理が行はれてをbイオンイ噸域限界に鮒し尚考究の除龍が

存す為と恩ほれるので今後更に研究を菰ね他日に譲りたい

と老てゐる次第である。

Aスギ、 〈下表）
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下田：電子放射銀が種子に及ぼす影饗
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］・ スギ 尺2寸本年4剛1日黙付く0年生）
結 欲’ 1．ヒノキ 6寸 〃 〃

1． カラマツ尺4寸〃 〃
本試職の結果は醗予エネルギーにょっ種スギヒノキ及ヵ

どころ壱昨年から全然X光線に關係なく太陽の光綴及宇宙

:墓鯛駕鰯駕駕鰐鑿:難繍によるI誇光含威耀紬…れて…して､ IIfH
露I鼠方米懲り得苗数をどの程度極決定するを最も通常とす 歸徳の上その筋の椛威者に私案を披歴致しました虚理論的

一に成立する旨回答を得ましたの歪早速来春より鐙騒に蒲手
るかに就て發芽效奉とX線吸收値及床地縢件との数字的磯 致し度いと念じて居ります。
連性に就て究明することが残された課題となる.であらう。

これはX線力泥許へも割Lない濯透過力の強い中間子を
最近X線睦よる新らしい元素の發見に目醒しぃ努力力報け

引用するもの瘤、中間子探知〈或為種の光輝集光装避､．

蝋:撫輸繍繍辮蕊一§饗罵:鴬麓蕊撫鰯磯
根等林業部門に旗く應剛されぉに至るであらゲ。

標準の獄學的發見であることば11上界中でこの種光合成促進
濃後にこの試鹸研究に多大溌潤伎援御協力を厚ふした高 がまだ行はれてゐないと恩はれるからでありま.1－．

密

知醤林局長同經誉部長､造林課長.徳島醤林署長及電子L
一懸苗畑で蜜艤の上效果が約束され山{測地へ漉用可能、

セリーに開する総別の御助力を典へられた雛鳥圃立療養所
と恩はれまず､蜜殻ば鍬1lW5蔑圖林内用10篤圓程礎で

阿部技官及P.H試験に御霊力の商知管林局田村撰官腱濁し 製作出來ると老へられますC(11月7日）
識廷誤維なる感瀦の意を表う-る次第である。 《終り〕

『ー←～~~ｰ一.~~畠一.～~~一言~~一一急～､～~-＝＝二一一----～~‐▼
p

技術シリーズ第6集 . 11 ．

}武田繁後韮蒸あ雨薑戯いで ≠ ｛

'一謹堂溌謎愛雪萱遥

－． ＝

× ． × × ．

〔筆者よりの其の後の通信〕

"(前略)X線による種子の發芽並纒成長に及ぼす影響．．…．

只今は次の邇り驚異的生長を逢げて居りま｡;-b

云一（15〕－
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一

三

、 〆

肉

＝

悪筆 竺竺雷ゞⅢⅧ－
皇

吟

し湾斌の場合も全作業鼠腱識､て同時腱測定する事が函I まえが蓄 難であり且つ又､グループ噸を作って'グループ毎に測定す‐

過日木材工業郷0年5月蕊の鋤磯集號#こ於て東大盤 みのも出来難かったの看,1人について,調査織隈“蜘
學部助激授萄l信二氏の製材作業の分析なる認査籍果を舜 づっ智頚目に式､てタイ賀をとり、これを各動作時間毎に
讃して“分野えの興喋を持ち､叉同時に同氏も指摘され｡、 加算し毛窒作業に野矛診百野奉を求迩湾銚に参考迄に儲
てゐる通り繊噂に職ば蓮の方面えの調査研究は比鮫約少 毒繍に原水菰類や?諏､時濁純の能冒癖職潰員の識窺
ぐ蕊表され､竃いるもの“主として§露面のみを鍬つた ．年数弦緯性別を記入じた。 、 －卓

一 二一

ものが多くｲ1業員Fと一人F一人に就いてそうのｲ朧時間を分析的 IV.調査の総果汲考察
に研究したものはないのを躯ってこ式にこれ溺腔読麓方 ．“
を鄙了たち宏熟な按厳ながらやつく見た衣第老ある。幸い 、種盈な鮎で幼溌未熟なので結果噛拶職嫌極めたものに取

って讃者には令燃の行かぬ所力珍な:あると思占鞭、その熟そう､した矢先､先生の鍵蕊交を舜見f；-ることが出來だので、

それ挺激ぱ姉がらやって見た鐸である｡後述じ短ある通 は御詫びし筵今後の御鞭達挺よ彪究しでゆきたいと恩い
り色盈な熱で不瀧溌らけ電臓おる罪､何卒正確な詰果は 紙敷などの都“あり､細かい蕊を叙きにした繕果を通ぺ
今後④調査次第に護つとし筵、この度はこLに集録した綱＄ て見たい。私④徴初の考えとして侭、-尾阜般的ノルマルな歌
査結果をもって､幾分なりともこの方繭えの關心を期待し 態の下に調蚕識を纏める心算毒あつ域箭､牛頚に秋田管
たい意向からのそれ遁あることをﾘ職察願い度い｡筒木鯛 林局の試鋤なども入って重プ"ﾙﾏﾙになった黙もあつ
在に蟻り種灸領唖宜､御配慮を下された､‘失館鯉仮概式倉 たが,そうした間のものを考慮陳ｽれて識者も劉織考察を

祇の職員の皆様及林産紘識査大館出張所の蒲氏には厚く感 ．願い戯､。（何紬らぽこの度の獄醸挽は試験鐙爲､試職
訓の意を表ﾗｰる｡街詳細にわたる総ぱ､漣で小生がﾌ． 壱あったのでこうした黙力報樅業員の頭腱も入っていた

ざ

リント刷をして希望の方え御頒ち致したいと思っている。 篇自然仕事の上にもそれが笏ビールされていたのセ)。 、

先づ第一に堂部の作業に就いて尽箪に仕事.非,仕事の別
Ⅱ調謹の對象 に宵分率を見るならば一番仕醗をしているの職92.5％の

〔”調査工溺大館製版溌式會杜(秋田鵬大館町） デープルパンドの腹押fi錐員垂あり玄が手抑溌刺鞘鋸鱗、
‐ シドルの92％（これはそ@fk事の性質上より､ハンドルも= Lb)瀕査期間昭和25年8月二上旬より9･月上旬迄，

歩出も鑑鯛泌鯛乍も材麺蝿漉ﾄしも,'八:種兼ねF亡いる“雪＞工場の磯城及人員配溢 （第1風の如し)。
<d)鮴端種ウキ易示ギ ので斯くなるのである>o篭城園ら91.9%の大劉穴ンドル

(eブ鋤ｵ為種瀧窪葵の鏑目の聯鋼に記入 員､次が90.4%の′'鋤'ﾐﾝドの亥､ﾝドﾙ負となり､以下
くf)各使用撚戎の名瀞及製作所名 <8).の88%U1)の83M(12)の．81.6%'(13)の68.
("48M撒珊莞職大館製櫛職23G便用 5%(14)の63.5%(15)の63%(2)の".6%(3)
<B) 48吋自動錘材稽鋸濃秋田木溌製21G使用 の3964%(5)の36%(9).鯛鍛")の24%となつ､重
(C>靭錨鋤遥憾籍鋸擬 ，毒韮業雷前f"6G使用 いる｡併し琶蜷問題となるのは(2)の渉出負、 (3)
'(D)"吋テーブル式溌鋸磯秋田水温製27G使用 の先取､<6>の歩出員､(5)倉の鑓取､<9.)の先駁簸どの

" (E>蕊吋郵躍材辮鋸機秋田木材製27G使用 よ§に｛f率｡都合上謨り及蕊窪の製材磯穣の科學的進歩段
四〕38吋職鋸磯 16G使用 階の姓能上より生ずる必然的諭果としての容毒の手待即ち

歩出員であれば逢獄車上の､先瞬琶あれ燭溌材雫行中の
_ 11I説､査の方法 ・手持は甚だ大きいもので、これは蜜際的に織誇鋤しては

平井氏の方法に挾って、識め各職藺鴎$艇作業員①釜動作 をらいが努働とみ､てよい訟どうかである。こ＠職に鮒して
萱分類し雇・各項毎の蒔間をス'､ツプウオツテ左もって測定 は蒋睡もその調遜仁於いて肉篭鍔跡笈しなL功泌然的に

坐ずる手持として@2事に包含しているが、そ，の通りでよい
-－ ，宮≦．‐ ＝_塁. .f-

一一

一
》 秋田縣林務部嘱託 ‐ と私も考え、これ遼仕惑中に入れた。前項に述べた百分率

一〔16＞－
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荒川；製材作．業．の分.析
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はこれを除,蝋鎚場合であるがこれを入れ，響二､各鳧〔”の 均を知ってこれより割り出した生産面の数値が資藻の曾瀧
93.4o%<3)の91%(.5)の72%｡(9)の85%,(6)の 經濟にどうインフルエンスしてくるかを調べてみるのも今

89％衝甦なって夫を優位な百分率となるのである。この黙 後に残された未解決の問題である．と思ふ。何はともあれf

を考える時､報の製材業と言うものはその主生命たる原 この度の私の調査は初め息置薙もあり､然も蕊l氏のそ(に
料の節約と末端迄の利用面の考慮と相俟ってこうjした努働 倣って氏の行はなかった樹種であるスギに就いてやって

力の冗費を省いて､それだけの今迄6識騨を別な方面え・見たもので､私の場合も同氏のI聯と同様､､ﾓヂﾙの域を腕
の作業に清かしむべき經濟的能力をもって機械の設計力連 しないものではあるが､同氏のエゾマツなどの樹種の場合
ましいと思う。更にこムに今一つ私の考察結果として述言 の結果と上鱸して､何かしら注目に償する所の綣果力罐き・
ずれぽ各項に百分率最大と最小とを書いて置いたが､これ にしもあ.らずと思い､これにても秋田縣の製鐵業の製材作

は<A)の場合であれば､長材と短材､大座木と小躍木､割‘ 業内容が慨略的につかまえられる事になると思っている。
類と角類及臓を挽いた場合の各灸の仕蕊上の分析差力謹 筒こLに一言しておきたいことは､zF井氏の調査された・
ってくる。叉その時燕の機械のコント戸戸ラー、鋸の目立 工場の場合と遠い、この工場には、殆ど、材未蒲手持と言

具合､電力關係などもそウであるし、もつと詮じ詰めれば ラものがなかつ準という事である。この原因は奈邉に存；‐

場内の澗度の關係本人の綱子氣分准ども考えられるのであ るかは解らぬが､特筆;~べき事でもある2思う。更に私ほ

ろう斌詳しいことは他稿に譲りこムではそう.した關係が ．．工場經瞥渚並に技術者諸氏に望ん罐いることはこうした剛

この弼査の結果をかたちづくってゐると言うことを識者に かな問題ではあるが、これ力麺徴上に大きくタツテしてゆ

一考してもらいたい心算で一寸ふれでおいたのである。 〈べき問題として彼等が關心をよせてこの方面の研究に進

まれ為ことである。過日の木材の試騒挽のように､原木何Vあとがき
石から製品が何石とれて､腰材何石出て、どの位、努賃が

平井氏も述べておられる通り、この結果をもって､･エ湯． どうもと言ふことも確かに必要峡ぐべからざること劃説あ

の迩管を云をすることは出来ないが､以上の結果からして らうが、こうした第二の蚕本としての勢働力及機械力の問
工場の機械の性能､設備､機械､人員の職､從業員磁． 題も決じて､蔑覗さるべきも.のではないと断言する次第で
術及作業度など澤山の蹄皀が脇係していることがわかる2 ．アあう｡ｱダﾑ、スミスもその國富諭で述べている如く、金
思う。例へぱ原木の種類力洞であって．､挽き方がどうであ 力でもって鍔働力を得るとは云え努働炎本は決し定金融炎
って、その時の努働力が時間的にみてどうであり、棚互間″ 本より卑冒IS:されるべきものでばなく寧ろ上位にお溌るぺき

‐ものである。の仕事上の連繋がどう-“るかを分析的に見て､そｵ唖牟 （昭荊125,9,20稿）
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◇鵬幕注意 ，

イ、應募は1人1篇とする

ロ．､蜀筒の表紳こ『懸賞論文』.と朱書すること
-弓 ．

へ、封筒及び論文には必ず住所氏名を明記すること
．＝、應募作品は未發表のものであること ．

・ホ、腫募原稿は返鐙しない

へ､入選論文の版樅は本會に蹄勝するものとする．
3．入選及賞

特賞農林大臣賞 （副賞10,000円) 1名

一席林野聴長官賞(副賞釦,0qp円) 1名
二席賀金5,000円 2名
、三席鐵金2,000円 3名

但し審査の結果各席に遥鐵な該當者がない場合は空席
とするこ′とがある

（詳細は本誌108號参照）

q，

●

～

〃
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林業嶌眞．ンクール作品募集 (農林省後援）
一一一一一

1．題材・….､･･林業に關して参考となる罵眞作品 へ､､懸募作品は昭和25年1月1日以降に撮影しだも
2．募集規定 鐘 のでおること ． ．

◇腫募費梧≦限定しない 卜、應募作品は返却しない

◇應募作品の大きさ四グ切り以上に弓鵬したもの ． テ、入選作品については原鐙（フイルム〕を本曾に邊
‐◇遙付先本會・宛 ・ 付すること

◇締切期日昭和26年f月末日 リ、應募作品の版雛は本曾に蹄勝するものとする
◇懸募注意 3．入選及賞

イ、應募枚数には制限がない ◇應募作品は審査じて入選作品は次の通り表彰余る1
画、封筒のの表紙に『應募嶌侭』と朱雷する仁と 、 特選1鮎艇林大臣賞 （副僅5,000円）
ハ、作品にば必ず題名を附すること 第一席3識林野薦長官賞 （副箕3,000円）
＝、作品の裏面には次の事項を明記すること。 第二瀞5識黄金 2,_000円1

1.題‘名, 第三席10織一礎金 ‘1,000岡 ．
2，題材⑳両容について簡麗な説明 佳作50黙一蝋 品
3.撮影年月日 但し各席に遁雷な該営作品が無い場合は空席とする
4．撮影の場所 ． ． ことがある 噂

5･臘募者の住所､職業､氏名。 ‐ （詳細は本誌'08號参照）
水､應募作品は末發表のものであること ．
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・ これについ七一例として岡山縣に於て確立されねばなら
まえ．がき

減命題ば次の如くなるであらう｡例を踏林部門にとれば

すべての自然科學が、そうであるように、學問の研究は ｡’（1）一般鐙椋
その成果が末端迄謬透しに､人類の日噛生瀧職信一.段の進 “）松喰虫跡地復奮造林､樹種選定方針

､ (b)疎悪おか葦つ林の赫菰改良方針 ・歩1句上をもだらせで初めて偉大なる砺究と濡せられるべき
。－ （｡）水源林造林の樹種建定と促進方針・

で､.やムもすれば､學間は象牙の譜に立篭り勝ちとなる。 《d"一般民有林の遼林樹種選定と促進方針
されで憾侭に-級批曾を啓發ずぁこ‘とにはな醜い｡特に ‐ 、 <e）學校植林の拠進方針 ・
自縛礫の一部門を馬す林學は､鯉往雁於で學の立場と礎 - t"治水對策』割態した造林指戦ぢ欽
務家の獅膨との間の懸隔は逵だしいものがあった事ほ､諸 (9)その他．

．α）樹苗謹成 、
林業人の難しく痛感してゐたところである。

“）誰成樹種の趨定方針
林蕊部門龍於ては、蕊として研究された事が現窪にその . (b.フ螺酋及聯圃との速蝿旨導方針

何%”蕊礎誕て兼だのは､麺去に於ては､國有林､御 ・ 、“う．需給關係と關蓮じた縣丙苗圃面識確保方針
縦淋のみと云っても遡言でばなく､一縦有"經管者は殆k (.d)鰯埼成に開する直撰指導方針

(e)その他
んどその溌塗者中には入ら涯かつた燭青である。 〈3)特月職種遥紳 ．

幸いにしてGHQの蕊鑪鋤野藤硬鋤により､車と蜜 “〕轄用樹の丙､縣としで奨臘すぎﾐき樹侭c選定

際の称業醗結合すべき､林業獅価の普及制摩の震現を見ゞ 方針
た雲侭我々にとっては､渡に有意毅な事と云はなければな 《b)勝用樹苗圃確保に關する方針 、

“＞･縫用樹適地選定方針
ら潅い･

(d)特用樹育成技術のﾃ殻的普及方針
との制鹿の活用如何によってぼ､我國民有林經瞥の一大

曾上例の如き方針に對しz》て隆る程産具髄的陣醗泓笹及員が
進歩なるか､將麹拠上の櫻閣に総るかと､ひそか雁懸念す ‐』
患次第である。こク云う溌箭下にあって、この制度證意蕊 直接指導擦黙を指示拳べきであ愚。 ‐ 庭

あらし睦fるた塗に職､その謹足に懲り、繩の徹底合理化 ． （2）方針詣泳 ， ，
について確乎走る指導方針の確立"‘要となってくる｡次 ‘ この指示餓灌蕊噸後早慧に零峨亥員によりバﾝ:フ
に日頃いだいて居る私見をいき典か述ぺたいと思ふ｡ ． 、 レツト茜作襲､池霧灘員霞議を開催､亥の如く指示徹底

〆
虹

を期すること。
（1）普及方針の確立

（1）各専間普頗より事間科目毎の方針謎明

′御承知の如く府縣に臓夫を専門管及員が設澄され恥そのﾆﾆｰｰ<2〕木曾毒にほ普及以外の林業事瀧係長を出席せLめ
-ドに地瞬馴贈及員力譜及の第一雪線と:して識鷺される課で 技術普及と林政との遜籍を密にし､徹底を期すること

ある鱗先つ何を巖いても､そ珊艤の蛮際林業の妖態と ・ 〈”方針指示I鴬少くとも年‘ｴ回年蕊初噸侭指導
と註に對懸し最も適切な5と恩はれる普及方針の確立がこ 方針の説明を行う。

の拙度發足に鴬り決定されねばならぬ。 ．（4）緊急問題ほ随時轡合する｡
こ証については､婚の膿の彬縫の鐵溌罐も長く職鶴一 ‘ 〈5〕この方針書は地醗普及員に限らず､縣の林築読熱

る各專問普及員が､縣の詠務主任官の意のあると.ころを 方針として縣の林業部門の看の座右の書たらしあ醗著
慨し､各難問とす扇分野に開し､細目別砂普及命題の作製 ． 及趣旨の明確を期す潟こと。
に蒲チじ､この命題力映走翻し噸各頚淵噛荻尉或縣の立
場”､縣の織の職牲を考賦こ入れr直噌姉鍔の解溌 、（3）專問普茂員と地麗普及員との

蓮繋緊密化を固るFを行うべきである。 ‘
革

導間督及員は恥腫識及員を零足としで徹底的に林業技術

嘩者）岡山縣林務部林産課 の普及諺透を岡る°．

慣
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これがたあには､專問普及員の意志は即座に地磁善及員 の他の謹識の國庫補助の溌得を行う．ことであ為。
に邇誤ぺき手段をとらねばならない。 ＃鵬このような壁制度が温乗でも現在丙示されてゐる

特に専間養及員の.日常は普及喪料を錐過ることに熱中し 穏廃公もの燈は動きがとれなl歌､し、蓮合露営局の計謹され
四六時中專間書と取組む意氣込でなければならなL、． 、 てゐる制疫の蕊果力課して器鈩得るや否や甚だ疑問である
叉地礎藩及員は事間普及員の断らす普及識柵により；之 ．更に普及員の立場力蕊今迄の府鵬の林政機購にマッチする

を如何に称業家に傳えるべきかを念頭に置き、活動上職動 が否力鐡問でそれ力零び上ってしまう懸念が多分峰ある。
的であること｡ ′

叉その地惟についても、どの程度の經歴者を曾耀員に漣
〔4)技術普及要領の考察雪 くかにまって＃鱸敷果の減殺を溌想される｡ .

今迄の露官林の粗放林業を改善銘事ほ並大抵のことで そうかと云って､經羅”にとらわれ現役を退いたもの
,ｰ はな､､から､林業家の納得が行き時期を失しない事が肝要 を超畷討･るが漁きは相鴬考慮の織地力秘愚。

である。 逗う云う懸念される童精を充分指導官聴は認識の上､慨
例えば森林火災の溌生時期､間伐の時季等は自ら判明し 儲に合う辮旨導詮あや篭らない事力諦要である。

てゐるものであって、その時季を失したのでは普及の効果
（6）普及員としての資格についての考察はあがらず､如何に右効な査職を駆使しても、その効果は

，半減すべきことを念頭に置くべきである｡ ＝ ． 學佼の卒業の右無についてI灘りこだわる必要ばないと

次に技術普及要領(私案）②要難の拳泌I記して見る。 思う｡勿論學歴の潤いに越した事はない｡‘

〈“誓及効果をねらう章Iこは機闘紙を有すべきである 匂堵及員砿如何なる人力錨格であるか?專間と地唾の

（認鰻零欝鰯鰄懸鑿恥各蕊嵐雛震鶏:厳駕\縛る．
岸し置き､徹底的且つ効果的な普及をなすこと）

麗鴛麓鱸灘震憾…鍵耀…為人<C)座談曾の開催鱗に地瞳普愛員の藍行すべき”
<D)瀞少年'唇ラブ活動への働きかけ（同上） （”蹴識纈種林業常徽の鯨､人奇
(E)ボスター、標語-(この作製は相當經識を要し案外 “）甫職､新開等鐙繍集挺經溌ある林學出劣久はこの
撤果が少いから識雛内で郷§に而も重黙約につく為〕 事業涯一應必要である ．‐

、 （翌〕誰演曾.(重識f普及問題､等問學萎､試職場係饒 諏〕學鍵を婆碩よくまとあ得る文筆の士たること
の要請〉 ． 、曇、 。（技伽錯は應燕文筆が不得手である）

. (G)一般新聞ニュースを利用すること

＝ 〈”學校關係(林業關係以外)への漫透啓蒙を行う （7）結 論 ．

‘〔工） ラヂオの利用(時季的普及を必要どするものはと 以上溶衷目に鈴けて論じたのであるが､驫掲この屡脚唾
I '& ..謀によ江ぽ甚だ有敷> (スポットアナウンス程画 普及事業｡完途には次の頚が謂臓恥る｡

‘ “）蕊間普及員開の餓林を設定､その試鶴果を林・ ”誓及方針の確立
あや

業家に目の常り見皐させる3(この方法臓最も敷果的） （2）.普及員纒人を得る蕊 そ

く廼磯来得れば米國のCCC運動の檬なものをつくつ (3>普及時季を逸しないこと・

て徹底溺涯や蓉一 、 “》識算の確保 ． 。

〈5）菅及養鐵楽集の便涛
心

“）才騨官聴のとるぺら方策に
（6）各機關の垂面的協力も援助

ついての考察

､譜鯨蝋鰯灘舗麓1-愚一章憲二=ｱ=!や ． 蕊ヅ寧談〃
ず曇指導方針をとることである｡､醤府縣の黙間普及員と←" . ↑ A 型こんど奏儲はニッケル合金を使用し；じて最もその縣に於て普及の必蝿塔事項を雑せしめ、

｜“｡蕊蕊驚端維I
それにより京鋤疵脅及方針で發足する蕊力塑ましい。

ぴ捗

次繧各地方に存在す為林業試験麦湯をして、その所在地 ．

磁府職のプ戸ツク的普及指熱を擢鴬遥しめることである。 、銀製一.佃郵閲(〒共）
爽儲鵬の撤員力懇ぅ柵緬脳衆る鵜度の縦謹そ ち一~－－"－－~一一一~一ﾝ」
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安藝博士よりアメリカ覗察談を蕊〈會
一

…

志 時 。・ 昭和25年11月29日
一 壷．

場所。 参議院會館第迩會議室．

安蕊崎一博士：東夫工學部激授･經濟安定本部資源調査會事務局長･渡米して主にWater-Shed
Managementについて観察して來も＃した、極めて御繁忙の中に拘らず特に本會の請を容匁てそ

の観察談を聞く機會を得たことを本誌上より深く感謝申上ます°〈日本林業技術協會）

所がその後1920年頃から問題が起って來ました。東南
要 旨 、部に於ける稲作地幣（南の方は閲､起伏力職い､で届る）が

今まで100年以上も綾け翻昨して来た結果段点と土地の

生産茄辮ち迄來ました｡"例へば段含と谷間の流れ力埋没

しては床が高くなって、肥沃の沖穣地が排水がわるくな.り

トウモロコシの敢蛍が減少して來た､牧場力毅凌と荒暖し
て草の量が少くなった｡JWr"ionも多くなり、叉棉の敗泌

も減少する一一等のことに氣が付き、これらがその發端と

なって土地のCongerVat;onの鋤力錘きて来ました｡それ
が1920年乃至30．焔頃蛤まり洞30年には挫務省の中にSoil

bo,,ser"tionServiceが出来てその問題を受け持つことに

なったのであります。－牧場を如何にすべきか､森林の

取扱を如何にすべきか､籍を如何にして．"…又瀞繩に對す

る對策は．…港･等の問勵漣つたのであります。

更に西部の方に行きますと、水の)伏態が大部異って居ま

して河1Iの流量の大部分は雪解けの水が占めて居ります｡％
ｺﾛﾗﾂドのj襟試験場で胴いた話に依りますと一ロッ
キー山から麺こ淵i翁る河でありますが－アーカンソー河

の上流では河の洗溌の90%は雪解け,の水であるそうであ

･ります｡叉夏には狭い範函です”ド常に鰻度の高い洪水が

ある。垂侭の量は大したものではないが、それ力趣めて短

時間に降る。宮ツキ‘-東側の平地は略入り00沢‘位の海抜
高ですが山の水懲非常塵澄み切って奇麗です｡段燕下って

中間地幣に來葛とこれ力濁って来る｡夏シャワーの形で雨

が降りますが､記録によると5分間睦1.5吋の雨力遜るこ

とがあるそうであ‘ります。これが中間地辨の牧場や耕地を

荒すもととなっている。

洪水のこと侭つきまし五は、アメリカでは大磯次の.3種

類に分け七考へるべきであると思います。

1.'雲どけの洪水

2．冬期に於ける季節的な大雨による洪水

本年5月24日東京を出華しま･してアメリ.力に向い､同
5で約90日間滞在じて9月16日歸京致しました。私が．

ア〆､ﾘ釣に行き議した主な目的は､土地計喪と資源利用が
アメリカでどんな風に行はれて居るかと云うことを覗察す

,るにありました。土地に關する事項につきましては土地の

保全と水の"詮の二つの面が老へられます。之を取扱つ迄

居る機關は先づ陸軍省の工兵團で洪水の防禦に開する事項

と水運に開する事項を取扱って居るの毛あり篭すが､之に

ついてば古い沿革があります。それは濁立戦争の際に氷路

の利用特にその衝書物取り除き等と云うことは工兵風がや

って居たもので､ジョージ・ワシントン.も土木技師出身で

‘あったのであげま余。これに郷､て水運の可能な範園に於
け為洪水の防禦を最初工兵隊が弓陸けてやったのでありま

した｡功6牟濁立騨蕊以來ず灸そうやって居ます｡それ
がアメリカの鐵妥に伴って段だと東部から西部に移って行

った。

・ 東部の方では大脳非常に雨量が多いのであり,まず。テ系

シー河の上流では70～80吋の雨鐙があつ壱-番多く、そ

れから西に行くに從って段を少く西經100乃至1050のあ

たりで15吋更に西に行くとずつ2鳶少くなって居ます。戸

ツキー、カスケード、シエラネバダの高い所では30吋か

ら40吋位降るがその山麓の平瞬幽幣歪は僅かに3～5吋
で非常に少い。

従って西部では洪水を防禦3－ると云うよりもむしろ辨也

に對すぢ澗騨工事を考へ蟻ければなら雄い･1902年にはじ
めて開拓法茜作りまLだ。叉内務鐙の中に開彌局ができま

した。西部べは最初はゴールド、ラッシュでどんどん人が．

入って行ったのであり童う-が､段含農民として定蒲するこ

とが始まり､次繁に開拓そのものが太鵜化して來た｡かくとが始まり、趨曹に開拓そのものが本犠化して来た。かく

⑩

正

、

． 2．冬共Mに於幻.る蕊n的な大雨にょも沃列く

て内務省は開拓の面から水の利用一潅職一一を擢繊し、 3．局地的ではあ為が夏期の雛雨性藻雨による洪水

陸軍省ば洪水の豫防を携鴬したのであります。 零 此の中の（3）の分類に属する豪雨は･GaneywaShe鷺と

=－－（24〕一



安蕊博士のアメ．リカ覗察談
ー

かm"h･fIoo1と云われるもので､東部でも西部でも夏

期に度盈見舞われるのであつ尋先に識ぺたように短噸笥

ではあるが、時にば数十分に過ぎないのであるが.恩ｵうざ

る災害をひきおこずのであって、これは主として餓省の

鋤zeStSe”“やsoil℃OnServRtionServiceの擢欝すゑ

ところとなってお典鼓す。 ＊

以一上述べまし磯に各省､各部で夫燕特異性のある所で
事業を待つ七噛る丙健亙の間にそれほどの問題はたかつだ

のでありましたが、段為夫々の擢徴の範園が魔くなり､.又

技術(雨の豫測や、ダムの建設等の）力雛歩してまいりま

すと互の仕蝋渤珊速渉るようになってきたのであります。

洪水の調節とか水運とか云った事柄は一般國民の頑融曾爲
めと云‘うのｵ習沸に犬き雁Weigl'tを占めて居場もので、

之等については投費挺對する利盆を計算することはなかな

か容易でない｡･Xirrigationにしても、規騨蟻食と大き
くなると探蝉が取れなくなる、費用のが具遥涜ム建設はむ

づかしい、所が水力電氣とダムの進歩に伴って、此れをこ

れらの事業の中に織り込むことによって探蝉が臓心る様に

‘なって来た。之に依つ莚永の利用が一段と進んで來驚ので

あります。 、

内務省、農務省、陸軍省の夫々の仕事は目的は異るが、

その漉函の擴大と御傭の進歩に伴つ･ご殿煮と相類似した形

の‘ものを作る様になって来ました。ミシシフピイの上総

ミズーリ、コロンビヤ、辨クラメン1,尋サンウオ芦キン、

ロテンジエルス等の河遁ぱ同じ流域に異った目的で似かよ

ったｲj額が計謹され謹行されるようになってきました。此

の様な2重乃至.3重の投資を避けるためには如何にすべき
b唖．

か？と云う問題が起きて來たのであり霞す。これが1つの

渡として現はれたも姪)がTVAであります。rVAでは、洪

水の防禦、水運、土地保全の問題、水力渡電等の夫を異っ

た目的を1つに堂とめ、1つの駿關で計謹から蛮峰を擢

街するように仕組翻したのでありました。

工業の生産性ほ、原始産業である渋業等よりは遙かに高
く、叉その上昇す､る割合もずっと早くなっている。従って

國丙經濟を破行させないたあには低紘の農業を椴鯛じすと
､

力肥料を考へることなどによってこれを上げて行かなけれ

．ぱならない、この上げて行く養金を工業の生産性の上昇の

丙から生みだして行かなければならないのです。以上のこ

とをユつのAgencyの識任に於てやって居るのが唾V塾で

あります。然Ljこい嫌なやり方をやって居るのはアメリカ

でもIIJVAの1ケ所だけであります。

，他の地域に於てEYAと同じ形が採れないのはこれに

は叉色鐙な理由力;あるのでありまして、こLではそれぞれ

の磯關が自分の主管する仕事を自分の責任で行うと云うこ

とを建前とじて漏る恥らでありまして、その間の迩緒洲整

を間るために1943年だと恩ひますが,陸軍省と内務省､農
務省及び蓮邦動力委員會の4つの擬關が守更に1946年iこ

は商務省が加って、連邦諾機關迩絡委員曾をつくったので

ありま溌雲之れは更に現地に、主な湖i1について夫兵1つ

の連絡委員會を作っており､.との場合には關係の各州から・

互選で1人委員を出して参加しております。この委員曾は

．・仕事の華準になるものを作るとか､叉詩書を立てる時から
季

更に鐵施に至るま遥重に連絡をとり‘仕事を調製すること

、になっており議す。このようにして調製されたプランを議

曾に諮り、議曾力霧認すれぽ鐵行溌算をつぐつて準局に

提出し、その査定したものを議曾が裁決して、鍵行に移さ

れると云うふうになっております。これらの各省の調整は

どこでもむづかじいものL‘ようで、或る地域ではうまく行

って居るが、叉或る地域では総りうまく行って居ないと云

・う話で御函､ました。

′大磯上述の儲にしてアヌリガでは土地､氷に開する仕事

■

が行われております力､私はその專問の立場上主として洪
水に鯛することを見て來まLた。此の洪水に開する仕事の

中這縛に雷綴方に關係の深い林業がどんな役割藍分捲し噂ご

居るか少しふれで見たいと郷､まず6それはForeStSerVice

の中にForeStRdationと云うDi刃減onがあって、これ

を擢鐵し主とし宝WAt"COnServationのｲ蟻Iを受持っ

ております｡此麗では今年の誘に来朝されたクレーペル氏”

と同期のムソぶ氏か部長であって､同氏に麺､､更挺同部：
のサルモン,ド氏やブランク氏と1日中森林或いは草地の洪

水の關係とか崩蕊鈍の鎭定方法などについて話し合いまし
た｡F

又ロッキーの山の東麓にある、戸･ツキー山地森林試騒所

（此虚では．蝿ラド州立大學の林學科にこの試験所は並羅

さ”ており．､.大學と園の禄暁機關が1つ所で相密接した仕

事をやって居りますがこのことは、私非常に良いことだと

羨しく思って見て来ました)とか西麓のイソナー･マウツテ

ン森林試験所を訪ねまして森林叉は原野等が如何なる状態

に糠､たならば最も都合力謹いか一一つ葦り･.Wat叡一"ed

Managementとしてよく管理されたものであるカーを1，晩り
しでいるのを見て参りました｡主として地俄地を種を鍵え

て見て洪水の流出や二周沙の流出状態を洲症して居ます。大

小種々の規模を持った芯のを種燕な形で試職して届る。叉

草に開する試醗を多くやって居ますOWaterConSerVatiOn

には地表の状況を如何にしたらよいか、ポプラによく似た

Aspenと云う木が非常に多い所であり茨子が､その立木、

無立木(此の木は根が大鍵深く6眼位まで入って居る）の ‘
妖態、草と④比較等を試職し食て居るのを見せてもらいまし

た。

向うでは山の荒駿の原因は3つあると言って居霞す｡．

麿噂

角

－
１
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安蕊博士のアメリ力漉察談
手一宇 一ユ口一

‐ 1．山火事
亀

2．OVerCUtting ･

3.0verg"zmg

オブデンの森林技術者は自分のところの山は了鷺ぺ寡卜。

フオレストと云われているぽど山火蘂の愈いところであっ

て‘山の荒溌の原因はOvergraziz'gにあるのだと言って

居茨じた。
● も

東部に於きましてはSoil"mser"tioirと協力して主とし
て亜roSion.の防止を主目的として厭焼して居ます。ユタ、

州の誠牽stS"viceで聞いた虚によるとそこには4つの
Setticnがある。これはどこでもこう云う紅職になってい

い

ます。

1. X,!"-uSeDiViSicn翔職状況鋤噸にするか ．

･2,HWrologyD耐．

雨の漉園、雨の狸さ、雨の懲想等の蔽暁悪表土流

綴の愛験、雨の謬透の試験

3.Engineerir]gD鰄馳、を鰯"ｻｰる

4．EconomicDivb土地に野す-る鐙歳のCostとBenefit

．．とを橡討する．‐一 ．

從つ､亡此虚を訪ねると各種の蔀間家に逢っていろいろな ，－

面から話を開ぐことができました。〔土未､･ｲ塵､地質、
Q

生物､林騒經濟蝋一

最後に恥のオブデンのFor<stServi･雫のDirecto鷲の 、
話を結論的に申上げますと、 1．自然界には自然産これに迩
臓出来霊う蹴僻"職らｵUてい藩｣土木施設は補助手段
である、自然的な條件這成るべくEquilibZiumを作り出す．

こ”課患ぺき路である。と言って居りました。
此の考へは罪メリカでは一つの大きな5獄Lであぢと私は

感.じて來まとた。 〔松原筆記〕
4F

‘ 。 × : .x 騒一 ×

吾が園の恋人口統計簿！ マ
ーーーーーー三一へ～--デーーーー一ザも令営－－"-琴宮=追号｡へ云建へ〆一~--戸一

（昭和25年9月i日厚生省人口問題研究所）
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０

■

■

■

■

■

〆

ー

垂

1．
ー 一

毎型年毎4言年瑠加率"’’ 人． の．増加準
一

年 次 口
上

' 1１
１
１

9年 55,391人

13 - 58,300

4 63930
9 1 67，680

1灘1
14 ，

19

塑

錘直如月’白現在人口一 ・
境餓催昭和滋年4月26周現在に統一

％大
大
昭

正
正
和
←

％一
詣
誕
卵
鋤
溺
廻

●
●

●
●

●
●

５
６
５
３
３
遮

甲

j，

22.19
-I″

″
″
〃

０

恥

‐

ｌ

●

。

●

０

。

●

，

’

１

●

酉

源

．

‐

‐

い

‐

０

０

１

１

’

酢

。

■

ー

29．範

●
●１

２ｒ
』

2．写今後の人口推定
一一一一二 一＝一一一=一

昭和23 79.理9 81．

" 24 81,192 . 32

〃 25 。 82,811 と 33
〃 ‐ 26 “105 － 34
〃 27 8星347 35

凸

睡577 ：〃 28 36

〃－ 29 87,794 . 37

1 ，，〃 30 89,002
一－－－－－

（註）．この表偉GHQ,rSS :."1IimeSe
JImel949年による

I0

己

｜
釣
“
哩
鑓
“
“
妬
“

－ 一一一■－

902199
91,397

92,585

93,773

94,蝿3

96,136\

97,301
98,459

99,629

10Q772
●

101,897
103016

~

1“,108

105,184

ユ06,2狸

珊7,283

『

ノ

’
一＝

IMCOnOnfSt,ttiStiCSBUllCtinX0J34'fSect虹．

基

一〈26.〕－毒

旬

●
＄

。｡



I

一

亀

｡－

森韓手簿｡｡。
■

。O◎ 今

抄

野鳥の養護をの他f2)
ザ

成澤。多･美也

． §
であるが特I鋤毛をつけてやるbは食慾増進の上に鏑が

雛の餌と飼育後の心構え． ‐ 嘩あぉからである。

蕊立つたば〃､bでよく燕零ない雛溌子供力鋳って来るこ” 食物は裳る前に催充分與えて出来れば電氣で保温してや
と鋲ある｡･子供は別に殺す氣では熊く、むしろ育て当やり 、 る。ニワトリのヒヨッコを3調10画位で買って來て二三日

たい索持で蓮れて來るのであるが､大抵な場合失敗に終つ、 して殺;ｧのは大抵保淵力塊り職いからで'20燭光一つ箱の

. .てしまうbまだ赤裸の西も東も劉らない雛の場合は餌撒く 中に入沁で置けば充分育つ蝋のである。

場合もある寵､蕊立つ頃のものは決して人間の食物を受け 狐而斯うして手墜健かけで飼ってみると愛着もつき､小一

取らないのが常である。そんな時にはどうまるか？ 鳥もずつかり入間に産づい軍全く手I離しに“なるの力瓠

先づ雛を左手で輕く掴んで猟指と人差指で職の華部を棚 精である。

・えてやると口を開く｡.． ． － ． ところが通之等の雛の育て方巻説いたデニス氏は充分飛
右手で竹くらが謹筆に次の綴な餌をつけzご開けている口 ・ くる嫌になづたち放し宅やれむ,小鳥は吾寺④ものでも、ｰ・

の中え押し塾んでやるのである。 ′ 園の私消財産でもない鏑そ識自然力謹み看て庭ものであ
ウデ卵､細粉したバン屑．少量のミルク、癖の肝泌一 るから､｢自然』に返却しなければなら注いというのである

寸ゼイ澤であるが、ま了洋食をたべていると思って我慢し 此の思想は決してデニス氏ばかりで巌く他の所涯もこれ

てもらい趣､｡霞だあろ｡尤もこれ侭補助的鎧鋤でプド ．とよく似i暦記事があった｡それ陸またまﾓズを鋪えたの
ウ、サクラジポ、バナナ、リンゴ、粉末にした地虫、挽肉 ださうであるが、これを仔細に研究した後わざわざ自動車

等を輿える。 に乗って數哩先え放して来たとも､うのである｡そして｢吾
，筒此の外ミズタガラシは力泌シウムと宮タミジが多く素 々j一複数であることw匡注意一ｵ､烏研究者は決して4鳴を

‐ズは動物蛋白を含んでいるか彦雛には非常得､奥結果童 殺さないこ諺とにしにいる、どんなに害鳥だと恩はれるもの
與え愚といはれ迄噛るが鴫果してチーズ等をやれるのは価 でも、何時か何戯かで吾燕のために識していて異れるから．
時のことやら！毎 であ為‘し､第一磁法の杖毛打だれた鎚鐇の王女の化身君

・ 筒此ほ木佼の宥木先生が目下試しているニワトリの雛の あるという簿読を信ずる錘でばないが､あ､無邪氣な王女
例であるが､小學佼生徒の総食に使ほれている卿旨粉末ミ の氣品を詩つ趣h鳥を挫ﾘｰ獺になれるだらうかというの毛
淡〃と、バターをとったあとのカゼインはどぢら．&普通の ある。

場合の2倍の生長差余るとい5数字を出じているが.此の ‘＃う一つ例の有名なﾆｳジ罰ｲﾗﾊの藤｡t･mis烏のこ
瓢を小鳥曾灘に適用したら面白いと蹄。 ．と定ある｡これは'898年以来全く地球から消滅したこと
…､猟而以土臓金のか典る餌であるが､少し工夫の仕方によ ‘蝿つにいたとこを幼趣然に餡1648年11月渡見さ氷

、って磁場鮭がかﾑらずにじかも彼等②嗜好に適ﾙた食物 二六センセイシ雪ﾝを雀き起峨烏で鐙る｡それを掴震え
を容易糎手に入れおことができる｡或る婦火侭夜易窓驍健て鐸癖した後蕃ひ症の緊識筐放して鐸をいう之亦老
集って来る昆虫だけで育亡扱二といっているから､吾盈の苔 ンセイジョナルな産話が謬る。
しい經濟生演には耳寄り熊話である。 “ 号鎚此の標本を持つ℃いるの』ま1瞬醇で此の風の博物館

筒鳳本にI溌昔海ら摺り僻という重痩なものがあるから､ だけ､そ瓢も鐘に3調しかない有名恋鳥篭ある･生漂本な
魚粉を少L強目にして與えると立派に青つもの歪ある。 ・ら璽'00蔑腿“葱するとい噂る此の鳥を恥ざわざ森林
・紅繼奄ヒワ、ァ'､リ、ジ裳の艤な穀食烏に俶細粉した種 に持って行づ返放'二と來たというので恥るから､貧乏人に

子､押しつぶした鰄這､鋤､昆虫､淡の細粉等力麺し 朧＝寸侭似の出来漆いところで鮎ろ。 、
ている。 、 私がこLにクドクドと以上の溌な例をあげたの聴震は

キツツキの子供はユデ卵をおしつ蕊してやると喜墨 畷鳥｣誌の中に鴨磯の講演席上内田清芝助さんがどうも
ジクロ等の嫌な肉食類の雛には新じく捕った鼠、上言ツ 日永の操儲曾(熱､つも最後ほ「鳥を食釦に維ろ事､徴

．の溺毛をふりかけ肝油をまぶした鶏肉や牛肉を與鬼るの 日も捕れた鴨を特別辮躍して差L二'二げるといつたこと力謹

． 恩 ． －-三（顔〕一一
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成澤：野鳥の義謹其の他（2）
、

いてあるので、我設日本人の考え方を少し是正する必要が

ないも・のｶﾐと思って引用した次第である。

小鳥のあの小味を一度壁えた人は誰でも忘れることは出

來ないであらうも然し敗戦以來私達ほ食綴難に慨されなが

らも文化國家として立ち上がらうと、新聞もラヂヲ＄:､何

虚の會合で蕃諜し合澄た様に騒ぎ廻はっているが、小鳥を

ムシヤクシヤ食う様では－殊に最も小儲を愛妊する小鳥
磁究家がこの仕末では、文化國家もヘチマもあったもので

はない。

小鳥の研究は一つの大きな愛の蓮動である。文化園家と

は脳宙に浮んだものでもなければ、吾為の手の層かない所

にあるものでもない。貧しくとも、食糧がなくとも、普遍

的な愛が流れている國こそ立蔽な文化國家だと湛は思って

いる。一瓢の欲､一箪の食に甘んじ、夕に道を聞けば死ん

でもいムといって淋しく順巷に朽ちて行った顔回は孑蒔様

も惜~しがつたではないか、あ典いう人こそ文化人であり、

あL云う人が多い國程立派な園なんだと私睦思っている。
先生等とい．う商喪をしていると、ツイ話がお説教めぐ°

ー

しばらくすると小鳥はそ鉦を見つけて蝦集寸-ろ、
一
一
一

一
一 目

後にその餌箱を少し手前の方腱引張る、その位置で叉小鳥

が磯れたら二三日後更に手前の方に引くのである｡

斯うした動作を繰り返えしながら二周間目位には完全に
自分の窓際まで誘いよせてしまうことができる。

今度は窓際に次の犠な餌箱を置き傍には一寸･した植木で

も置いて安全感を輿える、小鳥力坤って來･て餌を嬉盈とし
ー

一

野鳥を屋内に誘致する方法
申 一

一繼野鳥を寵の中にかつて、所調繩の鳥腫"て樂しむと
いうのは野溌な方法であり､鷺一般嫌も未開人の献曾にの

み見られる圖である｡ジ藤§等ではハトを篭に飼って門⑧
雨側』仁亥柱を立てLその上に此の龍を「吊し上Iﾗｮにして

種くと幸礪がその家に入るという迷信があるそう酒あ.る。

瀧洲でも大抵厳家でヒバリを飼っている、日本でば小鳥の

数も多いのか随分色毒なもめ殉銅はれている。

小鳥の自由を束繩して御當人は御瑚足準らうが一羽の鳥
の自'由をうばうごとによって吾常の受け馬被害棯趣1にな

らない通定らうと思う。 ” ．

J. J.オウヂユポシ稔寵に小鳥を飼う事は大嫌であった

という。 ． 、、

然t子供の時から;誰でも經謝･ることであらうが､此
の可愛らしい小鳥を傍に置い“夕その鰻や優美な姿を
楽しみたいという慾望をも､っていることであらう。 ．

此の趣味を生か咳然も小鳥の自由を束緯せすに、自然

一のま具の姿や習性を観察織來、然も春夏の候ともなれば害

虫をとらせたらそれこそ一石二鳥どころの騒ぎではない。

そんなよい方法があるPか？
先つ向側の樹木と自分の窓枠の間に針金を張る;此の針

. ′金}軟の溌な餌箱を吊る張.此の餌箱に噛穏車と引き綱が
つけてあ為。

勿論餌箱には"鶇の好む色盈な解を入れて漣く、此の餌

箱}態最初は木の近くに、小鳥の眼につき易い所に吊ってあ

る。

遜

て鐸くる際、窓の中の人間は脳来るだけ靜にしていなけれ

ばならないし､~若し人間を倶れろ糠なら極立かカーテンの

かげから見ている． 動いてはならない一段倉に狐れあ

に從って人間はカーテン、衝立等を恥､ないで、自分は君

達のお友建だ､ちつともこわがることぽ鐙いゆつくり御馳
走を食べて呉れといった氣持で見ている。さうこうするう

ちに四十雀でも山雀でもミソサャイでもzif氣で窓際で食べ

事

たり、水を飲んだりする嫌に

なる。然しこれで巡瀧足でき

厳い八はﾀ坊の面茂けカラ義
を綴めないガラス箱を窓の丙

部に作る。此のガラス箱の中

には勿論蒔き餌でもよいし鯉

壷でもよいから澤山餌を入れ

て置く。

も5人間は危警を加えない

と知ったら、小鳥はすっかり

狂誕て軽此のカラス箱に入っ

J
夕 よ ●

Q

●

少 ｡

，

○可

て御馳走になる。吾凌人間はゆっくりソファーにでも埋れ

て暖憾にあたりながら－－一寸黄族趣味の蝿､はあるが一

一汚されなt､野鳥の習性を研究ずることができるわけであ

る。然も何羽でも何種類でも。

こうした謀を識いている間に私はう1剣、ドイツのハーケ

一（28〕－

‐



』

ー

．
⑥

成澤§野.鳥の養謹其の他（2）
一－－－－－－①－ 一 ｰ

ンペツクの動物園を想い出すの瘤ある・今まで鑑の中に飼

包でいた猛脚鹿あれでは眞の野性の姿ではないとして、灘

を廻したり、地下を堀り下げたりして、鑑を用いない園を

作ることを初めた、大阪の天王寺動物園でも戦前は白熊や

鐙猿島等に此の方式を用いていた。たしかに艦の噸でみる

動物よりは篭しだと思った－－が霞だまだそれは、自然と

隔絶されているだけに何となく￥ゴﾁない感を與えずには

置かない。

ところが小鳥の室内誘致だけは全く自然の雌態なのであ

る。ハーケンペツクの自然動物園よりは遥に優れている。

一燈篭の中に飼うというのは小鳥力謎げるかも知れない

という心配のためである。然しもつと考を別にしていた壁

きた1"､ものだ｡小鳥はどんなに逃げても地球の外には逃げ

を幟せないということだ｡私は此の偉大な眞理（？）を發

見してから、私の三男坊と四男坊を完全に小烏捕から改心

させることができた。

小鳥は地球の外に逃げ出さない限り冨如何なる烏でも地

球のためには最も有益であり、誰にでも喜ばれる存瀧なの。
△ ・ の

であるb ，

プヨゴヨーの外膜だけの卵な一つ産んだb餘り驚いた画で、

人間にすれば流産したのであらう｡，

三男坊はまだ野鐙人の域を脱しない年頃だから、これを

鳥篭の中に入れて逃げないようにして燕尋意であった。夜

おそく凄佼から蹄えつた私はセギレイカ罐鳥であること、

髄に飼うのは畷鐡である"こと､親はすっかり悲槻している

ことを聞かせて､‘明朝早くもとの所え溌いて采る様に聞力§

せてやった，彼も大いに改心して心配嵐うにのぞき塾ﾒﾉで

いた｡長男も次男も一胃家中のものが此の龍に顔をすりエ

せて此の可隣な小鳥をのぞきこんでいたことはいう茜でも
ない。親はすっかり落ちつきを失って、巣の外に出ていた

ので､.その巣をよく見ることができたつ

その蕊はﾀ郷は柔L､禾本科の細根、内部には毛髪､馬の－

毛、僅かばかりのニワトリの羽毛が入れてあった。

彼等は災の樹料については棚當脚酎‐る疹しい｡.殊に八

毛腱對する彼等の要求は強睡らしい。静って筒本アルプ象

の白綴淵泉にとまった上の話によ馬と、宿の主人が丁鹿宿

り合せたフラッパー娘の雀の様なパーマネントを見て注意

しないと小鳥にやられるぞとい．.ている矢先に小鳥が數靭

‘やって来て､窓邊に居た之等め娘の頭から毛髪を引き抜い

ていったという面白い話をして呉れた。 ‐
動

又人間就會の産物の鍵遜とともにその材斜も逢って來る
ペーパー0エク

能'謬磯ある｡ｱﾒｶの例ではコマ”が紙製詰
物經木を使って蟹蕊するごとをあげている。叉或る少年

はカナダ窪の蘇類がとてもよいと報告している。 。

大磯野鳥は次の様な材料を好んで用いている。

馬毛､人毛､糸屑、毛糸、藤類、織

物のほく2れたもの､羽毛､草の細根

之等を右圖z職な鯖に入れるか、
最も理想的な･の臓背い魚網の中に入

れて適當な所に、あちこちぶら下げ

て置くのである。叉或る人､試象た

嘩方法であるが四つに仕切った箱をつ

くり，その中,に小鳥達の好む材料を
毛糸、糸屑、馬毛等と別煮に入ｵt迄木め幹や支柱その他便

利なところに釘づけにして置くのもよいといつでいる。時
期は笹災前の早春がよい｡・

筒糸屑や毛糸は成る可く6～8寸紘に切って綴〈とよい
餘り長､,と烏が持ち去るときもつれたり、脚にから黙つい
た~りして迷惑することがある。叉色も白か暗色のものがよ

く、総'りケパケバしし泡は外敵の眼につき易いから避ける
ようにしたい。 ．

倫右の溌な材料を下げで置くと､､小鳥の種類によって材
料にすき好みがあって、アメリカではヨシキリ類は毛糸類

アドリ類は木綿糸ウソは色つきの糸を好むといはれている
が、日本の小鳥にも勿論斯うした嗜好がハツキリあるもの
だと思う。今後色舞な観察を薫れてゆくうちに面白いこと
が次第にみつ力､るだらうと思う。職く）

Q〃

藩

・ 餌箱を設ける時期
、

何時から初めてもよい､然し春から秋にかけては､披等
も鵬の必要は除り切溌には感じない｡鎧も恐る可きは晩
秋か,ら雪解け頃ま遁噂ふるo殊に多雪地帯では雪が降ると

釜く餌は雪の下になるから､虫献本の皮の奥の方にかくれ
てしまう.。かくて留鳥や迷鳥はおそる可き飢僅状態に焔ろ
の．Eある。

此の冬の食駕灘を救ってやるのが餌箱設侭p最大眼目な
←

のであ猫。 、

餌籟を設けたなら、負鋤の捜富にある時蝿底=-通間に一

・回位補給してやるが､冬､雲ガ戦って来る頃に厳ると毎日
風餌を補給しなければならない。

餌があるということが数羽の小鳥によって知.らされると

一羽憾一さ調を呼び、次舗にその数を珊して行く。

勿論災箱は秋口に餌繍･のあ急森林内にかけ‘て冬の間に蕊

箱の認識をハツキリさせる。

餌に誘はれて、巣箱のありかを知れば、もう:占めたもの･繊

である。災繍は空家’輝になる位多くの野鳥によって利用

される護にならう。之は単に私の想像ではない、ペルレブ

シユ氏噸鎖は90%-も利用されていたことは結局餌があ
ったからだと思う。

牙

缶

曽巣材料 ． アド
が、

先日三男坊がキセキレイの蕊窓親鳥ともども掴えて來・ ・ だと‘
た。蕊の中には卵が二つ、その晩どうした事か殻のない、 が爽

一‐〔29〉＝一一
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佐藤彌太郎監修:スギの研究DA5判。 崎両氏〕･北海道（櫛田徳三氏)｡吉野〈松島良雄氏）が紹介

されている｡
xviii+710頁･96圖・養賢堂･昭和25年11月.‐ 佐藤博士の遜暦事業として斯くの如き立派な記念出阪物

定慣W(I0園 一物靴に出たことは蕊に搾義に貢献するばかりでなく、本邦

・本譜は京大名鶏教授佐藤彌太良卿士の還暦記念として先 一スギホ燦に勢する技術向上の罹針盤の明星として長く輝く

生に師事した34氏が分擁軟筆し、佐藤博士が聴修集大成 であらう。 （荊鐸職場坂凰勝美）

したもので雪本邦に於けるスギの研究に對し總てを縦羅し 〔附記〕京塞瀦教授佐藤輔太郎博士編rスギの研究」

ﾉご名著である｡佐藤博士が序言に於て述べられているよう は一大傑作で塵，最善の圖書である｡恩師の還暦記念とし
に､從來の圏書は捲赫｡經理､荊用等の溌細的f瀬のもと て平素筆を執らない人達まで執筆したことがひとつの犠徴
に著述された溌林學置繼歩し､制諜が發逹するに從って であり、また糖魂を傾けて執錐じた人が多いことは方書の

著述對蒙は益衛品種毎に､塞境毎に分化しなければ恥ら愚 償値を商めたゆえんで､學老どしてこれにまさる記念悪業
いと考えられ、誠にスギ溌焦黙とする縦蔽的著譜を企謹し 朧な嘘蒸ギに關安為交献を集めた百科瀞典としてﾎ錨支

山崎次男･岡崎爽獅博士蠅力を得て､京都大學輝關係 術者にとって重誕であるばかり｡鋤く､ｵﾘヅﾅﾙの論文
せる各専門家に呼びかけて各盈その専門分畷を分擬執筆せ が多いだけに林學の研究に従事令るもの侭座右に峡くこと

噂“たのである｡すなわち往旗博士懲先づ綴諭に於で ができなし域献愈坦､淡く同學の士に推奨ずる次第であ
霊園にｽ蚕湖生育することば第’に利用の途の闇､こと、 る。 、 （東光、中村豊太郎）

第2に生長の速力垂こと、第3に鎚林の比職的撤箪霧易な 1－－－－－金一一一一一一一一・…･---…一一=苧．,！
とと､第4に分布腫城の淡いごとく第5に多蜜くの林業品種 ： 前京大教授佐藤彌太郎祁主監修〈36氏分擢執鋤､i

蹴差裳鰯態:繍蹴1杉の驍究義瀦蕊輔
ては今後適地と品種認定の研究が必要種あり､更に幾多の ； 杉を軍材と6，た林學の各科に共逼すべき一大女獄

。

藤

h

､長所をもつスギ膵對し鎧林｡利用並びに施業方面に灘し再 ’ 繍慧瀧藤島清太郎著曇隷轄g"~i反省を加えること力裁感;燦發逵侭震献ずること犬である

艫這撚學講義穣総畷竪置ilと説き起し､分布x岡本省吾氏)･鰯画稿橋鼎三氏)を～
述べt泄傳的方面として静K外部形愛因子の分布及び分布 「これからの合理的造林法｣を目標に著考幟前誇を

全く謹更へ,鐙称の華礎智議から林水の種苗と燕生瀕度叫山三郎氏〕･品種(岡本氏）を述べ､鍛境及び樹木
林の造或一播砿誼付,撒清,義謹手入,管理除伐，．、

生理方面に關しては蕊境(柴岡信男氏)･水分生理(岡崎丈 間除,枝打森林の各更新作業其他挫林及竹林｡認ベ
脚士)を述べ､育林挺關しては開花結資(上田弘一良|鱒 ての技術を蜜地經職上の最藷效果を蕊げるよう詳述
士>･育苗<山崎次男博士〕青苗の問から特にスギ挿磯の貯 －圭一一 一

蔵(菊池捷治郎氏).造林と棚施撫育(柴田”･間伐(寺 ， -前帝室林畷局技師山閤俊枝著再版
崎康正"並びに天然更新が綾謹博士によ'園博士力糊ト ．1 費用造詠箪予蓮;漉倉瀧雫蕊蕊喬1
蹄戦後昭和2鋤'來芦生演習林にて賓施せぢれだ錘地試嬢舎;二 一-一一 一条一一一一

…蝿…，……蝋，““ 蓋蕩蚤鎮護鱒鯛鑿鯛｜詞|綱英氏)・收漉表及び生長ぐ大隅箕一氏)力戦為られ七あ
る｡利用方面は解剖學酌性質(尾中文彦博士〕･機誠的性愛

萠蕊化大塞吉井義次博圭箸再版
（中村源一氏)も化學的性鷺(木下頁次氏>・物理酌性質(加

灘難物の光遁性倉淵萱9鰄箇｜藤生青氏)c製材と乾燥“､倉武夫・中赫源一雨氏〕･改良材．

■

凸

局

１
１
１

昇一氏)･造圃（窟河英太郎氏)･名木誌（山本吉之助氏〉が l__….…一…－－……｡-一幸"垂=…=一縄･･一・号…錘･－喜一…零一"母

.－(3”一一
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･ノキ、誰シヤプシ、オオバヤジヤプ溌等をまぜて植え、そ

れ以外にも〃黄、イタチハギ、シ9ルマメなども測乍される

ことが望まし､､と思いま‘う－．とのよ§迂ことの詳しいこと

･については、拙著「飼・肥料木草と植栽法」（東京都新宿

願蝉易町9蹴友祗最締り320頁180圃手20図)をお
ざ 、.

よみ下さればお謬考に恵る這しよう。
叉放牧地籍では牧草としてアメリカからきた｢奇蹟の

刺(農業世界4月號及び畜窪鋤溌2月號に執錐〕がよ

！ Il 6~j [二野Y"錘憲,- :".;TS
=

遠慰なく何でも訊いて下さい｡夫為の鶴威者に
依瓶して明快な回答をして頂きます（繍集室）

(問）兵庫縣森蓮養父地方支所演太喜雄

犬Iﾖ本山林徹誌｢山林」793"(25fF8月9月合併號）

淀倉田盆二郎博士の「苧セァヵシャキタィムシとその防除 いと思われ寵すので､これもお参考までに。

劉策｣が溌表され総論として畦物識防鋤策｣によって｢生物 (問）鱸ザリKK旭光寮千田 香
11堺」の共生機能を發揮せしめることだとしてありますが

1．.漠然とした御零れです力§､下記につき御教示願い度＝ 茜'熱照美誠の具溌的方法としては｢やせ地｣の場
合植栽方法として郷静くきだと思いますが何本位が生理 いと思います。
鮒に迩営Gすか一亦宥成上の特に達意する黙に､うへ‘,て･ “襄林索謹及鐵適蹴ての文献があると歩れ嘘､、箸

‘2．放收場‘瑚合全面銭植栽〔特に密植)は共の騨冒を ．者名､發行所､侭格．
・ 失いますが牧場のオアシス的に数群の植裁をする事が適溌 （2）木材流邊持に堤出し流邊に就での前項と伺趣旨の ，
．、と思い調-勘批の場合倉田兎韮の目的詮達し得ますかb 『 、 事 鳴

2泳隣,"雛擬疑鱸患繍“中貯永塞について職鯛一以上御教示下さい。

中､敷地鍬は､貯木場水睦雨面併せて悌銅洞積0.43”
毎 （審） 燕業試験場造林部倉田溢二郎 に謝し1.0n拶とありますが､之を水面陸面腱歴分したる璽・

L鰯鍬る土地がどんな場所にあ鋤劉鐸しませ 場合､-鍛的値獄何輝僻なるものが鵬示願い雷溢
んので、お答えにぼ都合力悪く､-この鮎でピント力糾*Lる‘ ‘ （巻）。 ‘“林鱈謝議場作業研究室

隼 心配もあります。もし中部地方よりも北重特に蝿上地方で

． あれば、 rニセ尹力シ帝キクイムシ」の箸催問題となるほ ’・蓮材關係選考醤その躯 ・

どのことがないと考えられ、從ってお質問のよ識うな心配も 蓮材關係参考謹中本邦近年發行のもので御希望I電添ふも．

、 不要で､虫害對策を誠にｽれないで､適職に植識さ:れて 、の倣殆んど見當らないが､この種女献に椰鯉的近年のもの
で古本として入手可能と恩はれるものr市場電散見するも．

．”

よいでしょう。 ．

又大菱なやせ地で‘特に雨量力沙く、ニゼアヵシャキク の＞を謡げて回答と致したい。御質問の件車第2黙のもの

は､蓮材法ぞあもの力溥ら經駿に依った所謂古典的部類にイ基シの害の恐れある地方壱は1町渉護り、眼ケチシニセ

アカシやを500~'’600本位を植え､その間に等高線にそ 鰯するものど見紋される傾向が扱いから、これのみを詳議
づて列妖にイ次ﾁﾊギを15苅00~20,000本を植え患のが､ ・したものは近年見られないと言つ驚亡良.く、噸中に記し犀
やせ地の早期緑化の’例でず6すなわち1剛]渉嶺り20γ000 書籍中にも二賎三その記述を見るが:一撫醗的多蛍の記

． 木以上を標準とし．こい叢ﾂｰ。日本で侭、とんなことをいえ．。、 戦を見るものを零げる事にした,尚一部新本は償格を明記

一 一ぱ昨・日まで笑われましたが､.もう私共の寳騒で､､よ・いとと Lたが．他は省鵬せざるをえないので雷.参考までに〔、内

物泣證きれ､次第に理解者.礎行者力輔しています｡もち に初版發行年潅を附記し滝
‘ろん外國で獄砂防樋栽にマ戯を1町歩瀞620,000本も植 ､ : il義林索這及森林鐵道潅關するもの ‐
えていることは我燕にはよい教訓といえまずく長谷川拳三 ． 苫餐謬太郎箸雑索議騨法修獅t譜院(昭'0）
博士からお開きしたき。 ． 一一索道計鏡理論につき詳溌劃
ともかく近畿以西の「やぜ地」でば早く地表をおうとと 堀田蘇繩大著自働索這運撤法超風閣〔昭6）

が､地味を向上｡し､聴栽木の生育を助ける大切なことだす 一一著者の考業になる合簿に這成功せる蓮蟻法の資
2．放牧場では植栽木が家畜の害にかかって駄目になる 際につき喋録

ことが多いので､餘程の注意が必蕊と存じま-#弓｡群吠にさ． 荻原貞夫･顛田次部著砂防工薯及獅蘆明文掌

れることもよ‘､と恩涌臓すが､馬の披渡髄に懲皇ｾｧヵ “ 璽劉
シヤは禁物でずから念のたあ。 一了-後翻穂繍に鎧いて、疫用的見地より各種迩材

心 一錘’ 、評

3。なお織壷はトケナシニセァカシ．ャのほかにヤマハン －法侭つき蔚難。 、

ｰ --K31今－．．．
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～

、

､
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中村猪市著森林工學.同補遜篇成美堂《昭5.8）・

－土木並蓮搬設備に蝋する貝地より運材一般に遮
り記述。

ii)木材流溌特に堤出しに關するもの。~ -
石丸文雄箸森林土木學全書第4途

ブ膳出版株式曾祗〔大7〕

癖繍駕忌垂阿巻剛i…“
（昭3）

一一末曾谷等時の伐木蓮材慧の資際瀝つき設明。

筒伐木運材一般に裁き概読してゐるものの瀬で､i.ii双
方の黙に亙り参考に准るかと恩はれるものを附記すれば

上村勝爾著森林利用學．中雀成美堂（犬2）

中原正虎著礎用伐木蓮材法三浦書店,"(昭5）

2．水中貯木場水陸雨面の面識劉合。

’

一一一一一巡一一

場の有無或は数過、、その他咽移等によっても色餐制約を

うけるものである。例へぼ､林鐡の始鮎にして鐵這織胤に

設殻される貯木場にあってば、常然場内への搬田入路線に

加へて林鐡始黙としての各種施設を､砿するのが一般に有

利と考へられ、従って、この場合n水面に對する陸面の割

合はしからざる場合よりも潮大する筈である。叉水中及陸

上貯木たおける‘沐の方法殊に陸上貯水にお心,ては､その
巻立の方法により､域は又勘各祇俄間の織地に對して地形

並搬出八方法が影響する事等により、その必要面籏率に大

差を生ずるものと想像される｡依って､該貯木場の識定職
木期間貯水材職等の考慮も加へれば、この水陸雨面の面讃

割合,も一般I逼申され難くなるが､在来巷地で箪行された實
例に徴したこのj上率は大凡1;ユと假定して計謹撫定して

も大差ないものかと恩はれ潟。要す為に。この比率は、貯

木並その附勝施設の適當なる配証如何によ、大きく左右さ

先般回答中に$概略説明致した通りf貯水池附闘の陸而 れるもので､施設の改良による作業の常彦雇向上をはかり、

ほ場丙への識出入施設の如何並lこそれに枠ふ池内への搬入 水陸雨面の收溶材積の増大を企る事が今後の一つめ課題で
及陸揚施設､陸上朧木場の使用度､倉庫･事務所・製材工 あらう。

､｡Ⅷ筆杜物蝿嚇噸際撫;:,要鰯驚蓋鷺雪灘｜
磯村爾任日繍騨織i為赫(腰晶藤圏傭宍と ちの化學 20\6 I

窯｜閏繩慈女森林､環境因子 ．溜澱ﾝ辮議甜薑蕊鉢蓋の品雲州黒
［最新利】氣候･地形･土壌其の他の因子について詳述し玉手三乗癖森林の・風．害

更繧，鮴に鋸る職ある鐸が鋤へ耽繍藤森緋ゞ野鼠 ，,宗‘ I・ 居るざ

80〒6 川口武雄‘山地土壌侵蝕 25〒6 1

磯磯腿遮急熱脇鋤獺"畷剛山"""cl鼠…-吟圖鰄"幟にI闘する土壌侵蝕について解読。 ．、
、 －．直オレ-雨氏梶より打ち樹てられた継理方 、
、 ， ‘林業普及叢書骨 、

I 懲鰄蕊:霧繍鴬;鴬脈重繊施叢案。議 』o-｡ I
1 て噌羅銃刎需ズ， ｜蕊｡掌穐磯読易_蕊 ‘，宇馴
I儀蕊-墨雛縦雛伽立枯衞“〒‘“寶爽樋病診断 〈部,〒‘, 1
1巖本誇擢謬'こ織卿灘に職て,‘需‘曝恐太識方嘉‘皐愚の婁際一 ： I
{麗蝿諏溌の味噌製蹴開する研究25〒6繩長率森林α震害鱈諭………識…ﾙ愈鵬｜|鰄婁障謹蕊撫の鵜聯臓‘‘〒． ． で被害を及ぼすか詮述べる． ‘

《 － ，

}一一一一一~－－祗團法人圖本赫業技術協會一で一~､一~－－~』
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會 員 數 調 （昭和26.1.15現在〕

’
認

’
2

９
３
６
７
３
５
８

１
１
．
８
２
１１

ゴ

上

－－

’
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會費について
一一

本年度蝋あと蝉かになりましだ。昭和25年曾篭

（25年4月-26年3月の分）は一人年額200m

（學生は150園）となって居ります。

全額未納麺ま後學I臺期分('00圓）末細の方は至急

木曾の分曾叉は支部(箪濁禽員の方は直接本會へ〕

お沸込承願茨す。

三

編集室より

C前競豫告の通'り此所に1月に綴いて2月説を:ls鰯り出來

たことを欣びとする。引織いて3月にも出す溌定。然し叉

最近に到り用紙が大鍵窮屈になって来た。折角の常鴎もこ
んな事購で挫折したくはない。月刊にする爲最犬の努力を

排う積りで朧届るが、經裁の黙廼次年度には會蜜を若干値

上げしなければならないと思う｡別項の鎌に世論鯛査の結

果によって前後の方針が決震るだらう。成る可く多數の會

員から回答を頂きたい。

○林業手帳の發溌が大鍵後れたことは前號でもお詫びして

震いたが、印刷屋に對し必遅の播勵にもかLわらず11月
の溌定が12月の終りになってしまった。何としても申諜

ない。御迷惑をかけた鮎重々お詫び申上まずも次回こそは

絶對にこんなことがない嫌にする菰りで今から準脆を進め

ます。それと手帳の型が大き過ぎたと言って大分お小言を

受けた向もあるが、叉一方多大のお褒めを頂いた向も多か
った。これも前年度に比べてうんと斬新なものにした頼り
であった。蜜際の使用上の便不便、その他内容wこ鋤する御
年度版編集の参考とするために成る可く早目にお開か巷下
批劉等次さい。

○次號から元東大の西垣博士が禰易索這について書いて下

さる誰定、鋤期待を乞う。 （松原言の

q二

二

昭和26年2月15日印刷 頒侭40圓
’ 昭和26年2月20日發行 （邊料共）

称業技術第109銭
（改題第16號・謹行部激11,000部）

編集發行火松 原 茂
印刷入 水野義男
印刷所 三立印刷株式愈牡

一一一一一一一

波行所 耽閲法人日本林業技術協會
東京都千代田鼠永田町2丁目1翻也
醗活(5助ﾕ508番・振謹東京60448番

日本出版協會盈員識漉B214012番
』
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鶉

農学博士

吉田正男署

’ 3x3型380頁380因

圓
圓
圓
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圓
圓
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５
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２
７
５
３
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誰
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實用槻測量法蕊鮭}爽著林學講義掌6鯛

吉田博士著林債算法及較利學￥2淵

中村博士著育林學原論票3鵜

中村博士箸造林學臆想革3鯛

輔職著林業實験と實習掌2鯛
佐職二箸造林學原論近刊

島田博士箸林政學概要￥3鯛
島田博士箸アメリカ林業發展史〒共170圓

島田博士箸林業簿記及收盆評定論〒共235園

内田博士著貰j

宇野博士著竹材

岩出亥之助著蕊蕊

ﾘ用の‘性質と其矛

椎茸培養法

同 著食用菌箪類と其聴藍箒諾圖

伏谷博士箸砂防工學原論〈訂正中）

鈴棚士著火 災 學〒共565圓

森博士箸自然科學概論〒共'40圓

大谷博士著天氣豫報(臓患）〒共'50回｜

北島博士篝椎茸･ﾅﾒ≦榎茸の人工栽錯法 ｜
〒共蠅圓’

林
業
技
術

Ｌ

６

第
一
Ｏ
允
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．
，
（
興
林
こ
だ
主
改
題
第
十
六
銑
）

’ 東京港匡赤坂
一ツ木町

振替口座
東京195298地球出版株式會詠

［

森林作業法中村賢大郎箸｜
便2駒皿〒弱圃

主なる森林作業法の得失を激討し、天然林の特性を
吟味してその經瞥法を解読した林業技術者の指導書

砂防造林原

""癖…"・球梁篭｜
論と奮際事項を詳述した砂防造林賓施上の好指導書 ’

林木育種〔上･下〕 佐藤敬二箸
上380円下420円

闘木を改良し優化して、より能率の高い、より丈夫
なものに替えていく方法を詳細に説いた解読指導書

造林學概論中村賢太郎箸
便230円〒85円

鎧林學一般の基礎的事項全般にわたってその理論及
び技術的要領を極めてﾕ停易明快に論述した好臓の著

農用林概論中島道郎碧
侭蝿0円〒35円

農用林の意義・効用を明かにし、合理的鐙成法・經
誉法の大要を記述した林業及び農業關係者の指導書

森林氣象學原(薑"雲著
林木及び森林の生育･繁殖・成立を左右する氣象上

の諸因子に就き新しい禮形より詳述L進劃企的良醤

森林保護學沼田大學著
侭図鋤円〒調円

森林に對する各危害の性質を詮き、これが叢防及び
綴除の對策をいかになすべきかを詳述した好参考書

特用樹種倉田盆二郎箸
偵調0円〒調円

農山村の多角經誉に極めて必要な樹襲作物について
書かれた最初のもので、良き研究指針、技術指導書

實践育林學中村賢太郎著
償甜鋤円宇細円

造林の計聲とその蛮行という観馳に立ち、育林學の
全綾を平易に解読した學習上及び俊務上の良参考書

森林土壌學芝本武夫署
M681)円〒35円

森林土壌に閥する凡ゆる事項を解読した枇界噛失の
率門書で、林業・土壌關係資務着･學生の良参考譜
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振替東京八六七三番
〔圃書,目録進呈〕

東京都千代田鹿
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